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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 

おはようございます。 

春の気象予報では、この夏も大変高温になるという予報がありましたが、それに先ん

じて各地から高温になったという報告が出てきております。今年も農業被害、漁業被害

がないことを祈るものであります。 

また、最近新聞でよく話題になっているのが、投資詐欺でありますね。この地方でも

詐欺に遭われた方がいらっしゃるということで、何百万、何千万という詐欺に遭われる

事例が大変増えております。簡単に儲かる話は絶対ないということを我々も肝に銘じて

おかなければならないというふうに思います。 

これまで、枝幸かにまつりとして 56 回開催をいたしましたかにまつりが、今年は、枝

幸うまいもん祭りとして、７月６日、７日の２日間において開催をされます。これまで

同様、多くの皆様のご来場を望むものであります。 

本定例会のクールビズの期間でありますので、ネクタイの未着用を認めております。

それぞれのご判断で対応していただきたいというふうに思います。 

それでは、ただいまより令和６年第２回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。 

欠席の通告があった議員は、２番渡辺明徳議員が病気療養のため欠席する旨の通告が

ありました。 

ただいまの出席議員は 11 名、定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議をとり進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君）日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

１番岩谷隆行議員、11 番秋川祥雄議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君）日程第２ 会期の決定についてお諮りお願いいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から 28 日までの２日間とし

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から 28 日ま

での２日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君）日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付いたしておりますとお

り、３月６日開会の第１回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主な

ものだけを報告させていただきます。 
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まちづくり等調査特別委員会は、第１回定例会終了後の３月 11 日に開催し、枝幸町地

域交通網形成計画の計画期間を２年間延長し、地域公共交通における路線再編等の方向

性を次期計画に繋げていく旨を町側から説明を受けております。 

枝幸高校生との懇談会は３月 14 日に開催し、まちづくりをテーマに、五つのグループ

に分けて高校１年生と懇談し、４月 11 日開催の議会改革特別委員会において、各グルー

プでの懇談内容を確認し合いました。議会として初めての試みでありましたが、今後も

継続して開催のこととし、若者視点での意見を聞きながら、今後のまちづくりに繋げて

まいりたいと考えています。 

宗谷町村議会議長会定期総会が４月 18 日に稚内市で開催され、私と事務局長が出席し、

これまで各町村持ち回りで開催されました宗谷管内町村議会議員研修会開催のあり方に

ついて議論を交わしております。 

宗谷管内町村議会議員研修会が５月 23 日に利尻町で開催され、北海道議会事務局加藤

課長補佐の講師のもと、北海道議会におけるデジタル化の取り組みについて講演を受け

ております。 

第２回枝幸町議会臨時会は５月 29 日に開催され、専決処分９件を承認したほか、工事

請負契約４件、公有財産取得２件について審議し、可決しております。 

北海道町村議会議長会総会が６月 11 日に札幌市で開催され、私と事務局長が出席して

まいりました。各地区議長会からの提出議題として、宗谷議長会からは、トラック運転

手の労働時間規制強化に係る 2024 年問題への対策についてを提言いたしました。また、

15 件の大会決議及び議員報酬の適正化に関する特別決議をそれぞれ採択し、総会を終え

たところです。 

議会広報編集特別委員会は、第４回目を５月８日に開催し、議会広報 68 号の発行に向

けた協議が行われ、５月 28 日付で各家庭に配布しております。第５回目は６月 24 日に

開催し、議会広報 69 号の編集に向けた協議が行われております。 

総務文教常任委員会は６月 13 日に開催し、バス運行時刻の改正についてなど４件の所

管事務調査を行っております。 

産業厚生常任委員会は６月 14 日に開催し、高齢者福祉施設（歌翠園）整備事業につい

てなど、３件の所管事務調査を行っております。 

議会運営委員会は６月 24 日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協議を

しております。 

以上簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君）日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）皆さんおはようございます。 

本日は、令和６年第２回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

本定例会につきましては、単行議案が３件、条例案件が２件、補正予算に関する議案

が２件、報告事項４件をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りますよう

お願い申し上げます。それでは、行政報告をさせていただきます。 
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３月６日に開会されました令和６年第１回定例会以降の諸行事につきましては、お手

元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いたします。 

はじめに、オホーツク枝幸活力商品券発行事業についてご報告いたします。 

ウクライナ情勢の長期化、円安の進行等により、燃料や食料、日用品など、様々な物

価の高騰が続いていることから、町民皆さんの生活を支援し、購買意欲の向上と地域経

済の活性化を図るため、この度、町民１人当たり 5,000 円分の商品券を無料配布いたし

ます。 

なお、商品券は７月下旬までに各ご家庭へお届けできるよう現在準備を進めており、

利用期間は８月１日から 10 月 31 日までとし、町内 153 の登録店舗でご利用できます。

本事業は、国からの地方創生臨時交付金（物価高騰対策重点支援分）を活用して実施す

るものであり、５月１日現在、外国人を含む 3,890 世帯 7,262 名の全町民を対象として

おります。 

また、昨年 11 月の国による総合経済対策に基づき、物価高で影響を受ける低所得者の

方々、生活者への支援も、切れ目なく取り組みを進めてまいります。具体的には、国の

制度を基本として、６月から既に始まっている１人４万円分の定額減税の実施に伴い、

減税しきれないと見込まれる方への調整給付金に加え、新たに低所得世帯となられた方

への給付金などの支援も合わせ、８月を目途に開始してまいります。 

特に定額減税を補足する調整給付金は、非常に複雑な制度となっておりますが、対象

となる方には、もれなく確実に給付を行い、物価高への生活支援の一助となるよう進め

てまいります。 

次に、枝幸漁業協同組合によるホタテ貝無料配布についてご報告いたします。 

この度のホタテ貝無料配布につきましては、今年度実施するホタテ漁業船の建造や外

国人乗組員宿舎の整備など、これまでの町からの支援に対し、枝幸漁業協同組合が感謝

の気持ちとして実施するものであります。先週 22 日には、枝幸市街地区を除く各地区に

おいて、水揚げされたばかりのホタテ貝が１世帯につき 25 枚配られ、町民の皆さんにお

かれましては、新鮮なオホーツク枝幸ホタテを堪能されたものと思います。なお、枝幸

市街地区は、明後日 29 日に配布予定となっております。枝幸協同組合に対しまして、こ

の場をお借りして厚く、お礼を申し上げたいと思います。 

次に、枝幸町の交通事故ゼロ 1,000 日の達成についてご報告いたします。５月 18 日を

もちまして、令和３年８月に発生した死亡事故以来、枝幸警察署をはじめ、交通安全関

係機関や団体等の交通安全キャンペーン、また児童生徒の通学の見守りなど、様々な交

通安全への啓発、実践のお力添えにより、無事達成することができました。 

先月 29 日には、枝幸町地域安全推進協議会と共催のもと「枝幸町民交通安全の集い」

を開催し、ご来賓の方々をはじめ、多数の皆様のご臨席を賜り、北海道交通安全推進委

員会から枝幸町地域安全推進協議会への表彰状や、町内の交通安全啓発にご尽力された

方々へ感謝状の贈呈、最後に町民決意表明を行い、今後も一日一日と、事故死ゼロの継

続と交通事故のない安全で安心な枝幸町を築いていくための契機となったと思っており

ます。 

最後に、叙勲関係についてご報告いたします。４月 29 日付で発令された春の叙勲にお

いて、消防功労関係で下間 豊氏がその功績が認められ、瑞宝単光章を受賞されました。 

下間氏は、平成元年５月に消防団に入団以来、分団長を経て 34 年余の長きにわたり、

地域住民の生命や財産を火災から守り、消防団員の資質向上にご尽力されたご功績によ 
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るものであります。 

ここに改めて、この輝かしい栄誉を心からお祝い申し上げます。 

以上、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君）以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君）おはようございます。 

 私から、去る３月６日に開会されました第 1 回定例会以降の教育行政の中から、主な

点について報告いたしますが、諸行事につきましては、お手元の報告書をお目通し願い

ます。 

はじめに、４月に開設したこども家庭センター内に、不登校児童生徒への支援を行う

教育支援センター：ありのままを設置いたしました。不登校は子どもの取り巻く環境に

よって誰にも誰にでも起こりうることを踏まえ、教育支援センターでは、悩みを抱えて

いる児童生徒と保護者が孤立することがないよう、相談窓口の設置や相談者に寄り添い、

積極的に働きかけるアウトリーチ支援、そして教育支援を実施しております。 

教育支援では、児童生徒の最善の利益を最優先に考え、個々の特性に応じた学習指導

や良好な人間関係づくりにつながる活動を展開して、社会的自立に向けた進路の選択肢

を広げられるように支援してまいります。 

次に、各小中学校の入学式が４月５日から８日にかけて行われ、小学生 40 名、中学生

51 名が入学されました。新入生は、毎日元気に登校し、今は学校生活に馴染んできた頃

と見受けられます。 

次に、５月 15 日にハマナス大学の入学式が中央コミセンにおいて行われ、61 歳から

91 歳までの 37 名が入学されました。今年度は、教養や健康、軽スポーツ、研修旅行な

ど、年 12 回の定期講座と特別講座のほかに、写真や水墨画など四つのクラブ活動が実施

されます。この日は、第１回の定期講座として、枝幸警察署から高齢者の交通安全と題

し、講話をいただきました。 

次に、各小中学校の運動会体育祭が、５月 19 日の枝幸南中学校を皮切りに順次開催さ

れました。今年は天候に恵まれ、全ての学校において屋外で開催することができ、子ど

もたちは、日頃の練習の成果をいかんなく発揮しておりました。 

次に、６月３日から中央コミュニティセンター前の駐車場で、朝のラジオ体操会が始

まり、初日は 46 名の参加がありました。朝のラジオ体操会は昭和 39 年にスタートし、

今年で 60 年を迎える恒例の事業となっています。 

本事業では、ラジオ体操愛好会のご協力により、幼児から高齢者まで多くの町民の皆

さんが、清々しい１日のスタートを切っております。町民の健康や体力作りはもとより、

世代間の交流促進、そして子供たちの望ましい生活習慣の定着を図るために、今後も継

続してまいります。 

最後に、町立図書館が令和６年度子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大臣表彰

を受賞し、６月４日に宗谷教育局長から表彰状が伝達されました。この賞は、文部科学

省が子どもの読書を推進する活動が顕著な学校や図書館などに対して表彰している事業

です。 

この度の受賞は、移動図書館や主催事業の展開による読書活動の機会充実、公式イン 
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スタグラムによる情報発信など、子どもの視点に立った読書活動の取組が評価されたも

のと受け止めており、今後も、これらの取り組みを継続してまいります。 

以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君）以上で、教育長の行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君）日程第５ 一般質問を行います。 

 通告は３名から５問の質問であります。 

１問１答方式で行います。 

質問する議員は、質問の大項目ごとに、最初の質問は登壇のうえ発言していただき、

再質問以降は、自席から発言していただきます。 

理事者側の答弁も同様にお願いをいたします。 

なお、再質問の回数は、再質問の回数制限は設けませんが、1 人当たりの持ち時間は、

答弁時間を含めて１時間以内といたします。なお再質問の際は、できるだけ簡明になる

ようお願いをいたします。 

それでは受理順番に従いまして、発言を許します。 

５番野口洋郎議員の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君）通告に従いまして質問いたします。 

１問目です。子ども医療費の助成について、町長に伺います。 

私はこの問題について過去５回一般質問をしており、最後は 2020 年、令和２年９月議

会において、子育てにかかる経済的支援についてという質問をしています。 

町長の答弁は、コロナ禍の中にあって、当町の来年度、来年度の予算編成はかつてな

い厳しい状況が予想され、子ども医療費無料化の見直しについては、今後の予算編成作

業の中で検討するというものでした。これは大変前向きな答弁であると考えましたが、

その後４年が経過し、未だに見直しは行われていないというのが現状です。 

そこでまず、この件について、町ではどのような議論がなされているのか、また、当

町が、中学生まで及び高校生 18 歳までの医療費を無料にした場合、どれだけの予算が必

要なのか示してください。 

今年３月に枝幸町第３期子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査結果報

告書が発表され、先日、当町のホームページにもアップされました。 

この調査は、2023 年 12 月に町内の小学校６年生以下の子供がいる 414 世帯に配布し、

180 世帯分の回収があり、回収率は 43.4％で、十分信頼できる調査だと考えます。 

この調査の中で注目すべきは、「枝幸町は子育てをしやすいまちだと思いますか」と

いう設問に対し、50.6％が「そう思う」、「どちらかというと、そう思う」と回答して

おり、37.4％が「どちらかというと、そう思わない」、「そう思わない」と回答してい

るという点です。 

実に４割近くの人が枝幸町は子育てがしづらいと考えているのです。この結果を町長

はどのように受け止めますか。この調査では、その原因についても掘り下げています。

子育てをしやすいまちづくりのために、今後最も重要だと思うことはという設問に対し、

１番に乳幼児の遊び場の整備、２番に小児医療体制の充実、３番に子育てへの経済的支
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援の充実と回答されていて、「経済的支援として今後どのようなことが最も重要だと思

うか」という設問には、86.5％の人が「子ども医療費の助成の中学生までの延長」と答

えています。 

令和５年４月１日現在のこども家庭庁の調査によると、道内で何らかのこども医療費

の北海道の援助基準、北海道の援助基準というのは、就学前の通院費および 12 歳までの

入院費の助成です。これは当町もこの基準にあたります。 

この基準を上回る助成を行っている自治体は 179 自治体中 169 自治体で、助成を行っ

ていないのは、当町含め 10 自治体だけになっています。町長は、今年度の執行方針で、

人口減少対策として「若い世代が定着できる社会環境づくりが重要」と述べています。 

子どもの医療費助成は、まさに社会環境づくりそのものです。我が町が子育てしやす

いまちだと思える人たちを増やすためにも、医療費無料化の実現に踏み出すべきだと考

えますが、町長の所見を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）答弁を求めます。 

 町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）野口議員のご質問にお答えします。 

乳幼児医療費の無償化は、ふるさと創生総合戦略における子育て支援の具体的な施策

の一つとして、他の子育て支援策の見直しを前提に実施することとしており、経済的な

負担軽減を図り、安心した結婚・出産・子育ての実現を進めるための検討課題と位置付

けて、政策調整や予算編成を行っております。 

医療費負担の無償化について、令和５年度国保加入者の医療費自己負担額をもとに試

算した所要額では、未就学児分 410 万円、小学生 500 万円、中学生 370 万円となり、中

学生までの医療費無償化では、現予算から 1,280 万円の増額となる、なることを想定し

ております。また、高校生分は 390 万円となり、高校生までの総額では 1,670 万円の増

額が見込まれるところでございます。 

次に、ニーズ調査結果では、「子育てをしやすいまちであるかどうか」の問いに対し

まして、「そう思う」、「どちらかというと、そう思う」と回答した割合は 43.3％とな

っており、平成 30 年の前回調査時から約 14％減少しております。 

その内訳では、未就学児童では 35.9％、小学生では 50.6%と子どもの年代によって回

答に差が生じている結果となっています。また、「子育てをしやすいまちづくりのため

に、今後最も重要だと思うこと」の問いにおいて、「乳幼児の遊び場の整備」、「子育

てしながら働きやすい職場環境の整備」が、前回調査時より回答割合が高くなっており

ます。 

一方で、子育てへの経済的支援の充実、こども園・保育所の充実では、それぞれ減少

しております。 

今回の調査結果から得られた課題により、子育てしやすいまちと感じられる方の割合

を高めるためには、未就学児童とその保護者に対する支援に力を入れていく必要がある

と受け止めております。 

さらに、共働き世帯が多くなっていることや、世帯によって求めるニーズが異なるこ

とから、認定こども園やこども家庭センター、子育てサポート拠点施設にじの森を一体

とした子育て支援エリアにおける包括的な支援体制が必要であると考えております。 
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子ども医療費助成は、北海道が定める基準により行ってきており、同様な取り扱いと

している自治体数は、令和５年４月時点で 19 自治体となっております。当町では、承認

医療体制の充実を求めるニーズが高く、旭川医大、名寄市立総合病院等からの小児科医

院による出張診療継続を最優先としているところであります。 

そのため、現行の医療費助成制度による運用を継続するものとし、予防接種費用や出

産交通費の助成などを含めた枝幸町独自の子育て支援政策に重点を置き、結婚・妊娠・

出産期から、高校・大学などの青年期までの各段階に応じた切れ目のない子育て支援の

取組推進を図ってまいる考えであります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君）町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）はい、再質問します。 

今の町長の答弁によりますと、子どもの医療費については、現在の北海道基準のまま

で進めると、そういう答弁だったと思います。 

大変残念な答弁なんですが、このですね、先ほど町長の話にも出てました第３期子ど

も・子育て支援事業策定のためのニーズ調査結果報告書、こちらがですねホームページ

の方にアップされてまして、詳しく見ていきますと、お子さんを持つ親御さんの意見な

どもですね載っています。 

この中にですね、医療費の無料化についてということで、子育て経済的支援について

ということでいろいろ意見が出ているんですけども、その中でですね、「北海道の多く

の市町村が無料の中、なぜ枝幸町はそれができないのか。お金の不安は心の不安につな

がり、本当に安心して子育てできないです」という意見ですね。それともう一つ、「任

意ワクチンの無償化より、医療費の無償化を優先してほしい」というような切実たる願

いが書かれています。当然、町長もご覧になっていると思います。 

それでですね、町長のお話にも答弁にもありましたが、今、北海道の基準を上回る助

成をしていないのは、我が枝幸町含めて 10 の自治体なんですが、179 自治体あるうちの

10 の自治体がこの助成をしていないっていうことなんですね。 

それで今言いました「北海道の多くの市町村が無料の中、なぜ枝幸町はそれができな

いのか」ということに、先ほども町長の答弁の中でもいろいろとありましたけれども、

端的にですね、なぜ枝幸ができないのかっていう部分を、率直な答弁をいただきたいと

思います。 

○議長（小原 仁君）町長。 

○町長（村上守継君）野口議員の質問に再答弁いたします。  
確かに、今、全道的に医療費の無料化を実施してないところが、10 の中の枝幸を一つ

ということでございますが、そういうこれまでのですね経緯の中で、やっぱり一番は、

私どもとして、やはり子育てをする保護者の方のニーズの高いですね病院の小児科医療

の実施というところにですね、枝幸町も、先ほど私の答弁の中でも枝幸町というのは、

そこに力を入れて取り組んでいるという。 

それも、なかなか枝幸町の特性としてですね、やっぱり名寄総合病院まで、私どもの

専門病院まで、あるいは医科大学まで遠いということの中でですね、やっぱり地元で、

まずは、しっかりと子供たちを持つお父さんお母さんが安心して病院にかかれるように
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ということで、これまでいろいろ長年かけてですね、今、現在、小児科診療というのは

平日の、ほぼほぼ平日、地元で小児科の診療を受けることができる。それに、お医者さ

んの確保あるいは診療スタッフの確保ということで、枝幸町の特性としてですね、膨大

なやっぱりそこに病院に対する繰出の中にですね、そういった小児科医療を確保するた

めの繰出ってのが含まれてるわけですよ。 

しかもまた、そのうち、こういった交通条件の悪い条件不利地域の病院に対して、ご

存知のように、病院会計には今 10 億に喃々とするですね繰出をしてるわけですよね。こ

れもまた全道でもトップクラスの病院会計に対する繰出っていうものをやってるもんで

すから、そういった枝幸町の特性として、なかなかその踏み切れないっていうのは、や

っぱり一番はそこだというふうに思っております。 

それじゃ子育て支援というものがですね、枝幸町として取り組みが浅いのかと言えば、

ここ数年、やっぱり子育て環境ということで、認定こども園、そして今年４月にオープ

ンしたこども家庭センター、そういう中でですね、子育ての環境の整備というところも、

これもニーズの高いところにですね応えて一生懸命やってきたつもりでおりますから、

私として、これまでこうやって町政を預かる身の中でですね、なかなか経済的支援とい

う意味合いでの今の医療無償化というところまで踏み切れなかった、今に至っていると

いうところではですね、大変申し訳ないも面もありますけども、そういうようなところ

が一番の理由でございます。 

○議長（小原 仁君）５番野口議員。  
○５番（野口洋郎君）はい。今の町長の答弁でね、住民の方が納得するのかっていうと、

なかなか難しいのではないかなっていうふうに思うところなんですね。 

それで町長の答弁にもありましたが、高校生までの医療費無料化するのにかかる予算

が 1,670 万ということですね。 

病院の赤字の補填が 10 億なんだっていうそういう話ですけども、桁が違うというかね。

ちょっと言い方はあれなのかもしれないですけども、わずか 1,670 万の年間での予算を

組むだけで高校生までの医療費が無料になるんだとすれば、これはね、ちょっと無理を

してでもやるべきではないかなというふうに思うんですね。 

当町の、枝幸町の予算規模から考えても、この金額っていうのは決してこう捻出でき

ない金額ではないというふうに私は考えるし、住民の方々も、他の市町村でできている

のに、なぜ枝幸ができないんだっていうことの理由にね、先ほど町長の答弁があるのか

なっていうところで非常に疑問に思うのだと思うんですね。 

私、今まで５回の質問をしてきましたと言いましたが、最初に質問したのが 2014 年、

ちょうど 10 年前なんですね。そのときに、やはり医療費の無料化っていうことを町とし

て考えられないだろうかという質問をして、それから 10 年経って、この 1,670 万という

金額が捻出できないのかと思うと、非常に町としては、情けないっていうそういう思い

に駆られるんですね。 

しかも 179 ある自治体の中で、10 自治体、10 の自治体しかやっていないんだと、その

中の一つが枝幸町なんだということは、非常になんていうか、言葉にならないほど残念

な気がするんですよね。それで、もう町長がそうやってやらないというふうに決めてし

まえば、これできないですけどね。 

この金額を何とか捻出して何とかできないものだろうか。これ私の声というよりも住

民の声だと思うんですよね、何とかしてほしいっていう方が。 
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だが、私の質問でもありましたけども、86.5％の人が経済的支援をしてほしいという

人たちの中で、90％近い人たちがそう願っているっていう、そういうことなのでね、町

長、何とかならないでしょうかということで答弁をお願いしたいんですが。 

○議長（小原 仁君）町長。 

○町長（村上守継君）冒頭申し上げましたようにですね、医療費の無償化等をいろんな

角度からですね、これまでも検討している。  
そういう中で今があるということでございますが、今、これまで取り組んできた町の

まちづくり計画、そしてまた、まち・ひと・しごと、いわゆる地方創生総合戦略の取組

もですね、残りあと来年、令和７年を残して一つ区切りがつくわけですよね。 

そういう中で、次に向けてということの中では、野口議員の立場としては、どうして

もやっぱり経済的な支援、いわゆるお金の面をですね、一生懸命そこを町が対応せっと

いうことになりますけども、私どもとしては、子育てというのは実に幅広い対応であり

ますから、そういう中で、いろんなアンケート調査、今回のアンケート調査、住民ニー

ズに応える形でですね、仮に１番、２番要望の強かった分についてはですね、確実に私

どもとしても取組を進めてきているつもりでございます。 

そういう中で、今、経済支援といえば、また医療費の無償化あるいは給食の無償化と

いうところがですね全国的に話題になっておりますけれども、そこもですね私どもとし

てできることはですね、しっかりと 100％と言わずやってるつもりでおりますんで、今、

子育てというのは、こども、国もですね、こども家庭庁ができて、そして、今、また新

たな法律を作って、しっかりとまた国民負担を求めてやる。 

本当はこういうことはですね、しっかり国が一律に、国がしっかりやるべきことだと

私は思っております。 

北海道も、なかなかその財政事情が許せないというところではですね、こういった医

療費に対する支援というのも踏み切れないところをベースにしながら、それに準じて市

町村我々もやってるんですが、変な私もこだわりを持ってるわけではありませんけれど

も、やはりそういったことは、これまでもいろんな総合戦略、個別のいろんな政策の組

立というものを議会の皆さん共々ですね、いろいろ議論しながら進めてきておりますが、

次期に向けての一つの大きな課題だというふうに認識はしてますが、私どもとして、今、

いろいろ検討した中ではですね、とりあえず、なかなかそこに踏み切れないというとこ

ろでありますんで、次に向けての大きな課題だなというふうには思っております。  
○議長（小原 仁君）５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）はい、これ以上言っても、これ以上答弁は出てこないんだろうと

思いますので、やめますけれども。 

町長、次期に向けてのということでね、大きな課題ということで受けとめていただい

ているのであれば、何とか前倒ししてでも、早急にこの医療費の無料化について実現し

ていただきたいというふうに思います。 

それで、これはですね、すごくいい調査だったんですね。アンケート調査で、これに

基づいてですね、これからのいろいろなことが決まっていくのかなとは思いますが、ぜ

ひ住民の声を真摯な気持ちで聞いてですね、住みよいまちづくりにしていただければな

というふうに思います。 

以上で、この質問を終わります。 

○議長（小原 仁君）それでは、野口議員の１問目の質問を終わります。 



12 

 

引き続き、野口議員の２番目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君）２問目の質問です。  
当町におけるパートナーシップ制度の考え方について、町長に伺います。 

パートナーシップ制度とは、同性同士の婚姻が法的に認められていない日本で、自治

体が独自に LGBTQ カップルに対して、結婚に相当する関係とする証明書を発行し、様々

なサービスや社会的配慮を受けやすくする制度です。 

この制度は、2015 年東京都渋谷区、世田谷区から始まり、2024 年５月では 450 を超え

る自治体で施行されており、北海道においても現在 27 の自治体で施行されています。 

このような自治体の動きに後押しされる形で、性的指向及びジェンダーアイデンティ

ティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律が令和５年６月 23 日に施行され

ました。 

この法律の第５条では、地方公共団体の役割として、「地方公共団体は、基本理念にの

っとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、性的指向及びジェンダーア

イデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する施策を制定し、及び実施す

るようにも努めるもの」としています。 

この法律の施行に伴い、当町としてはどのような対応をしているのか、答弁を求めま

す。 

性的マイノリティの方は、現在、法の下で、様々な不利益を被っています。例えば、

医療機関での情報提供が受けられなかったり、手術の同意ができない、自治体の助成の

対象にならないなどが多く聞かれる問題点です。 

パートナーシップ制度の導入により、病院での面会や病状説明の同席手術同意ができ

るようになる。また、様々な助成金の対象になることができるなどのメリットが数多く

あります。また、制度導入により、多様な性や性的マイノリティの方々に対する理解を

深め、暮らしやすい環境づくりにつなげるなど、この法律の理念にかなう制度になるも

のと考えます。当町は、このパートナーシップ制度に対してどのように考えているのか、

町長の所見を伺います。 

現在、この制度について、自治体間連携が進んでいます。旭川では、上川中部１市８

町による連携、網走では、東オホーツク定住自立圏で１市４町が連携しています。 

連携域各市町で同一内容の要綱を制定し、手続きの運用基準を共有することで、いず

れの市町でも手続きをすることが可能になるというものです。当町としても、宗谷圏域

での連携ができるのではないかと考えますが、町長のお考えを伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）答弁を求めます。 

 町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）野口議員のご質問にお答えします。 

 １点目の理解増進法は、性的指向及びジェンダーアイデンティティに関わらず、等し

く基本的人権を享有する個人として尊重されるものであり、多様性に寛容な社会の実現

に資することを目的とした基本理念として制定されています。 



13 

 

当町としても、本年３月に公表されました。理解増進法の規定に基づく学術研究等に

関する報告書の精査や検討を進め、これまで、このような方々からのご相談を受けた事

例はございませんが、町民への理解促進を図ったうえで、ニーズ把握にも努めたいと考

えております。 

なお、この法律は、施行後３年を目途として、施行状況や検討結果に基づき必要な措

置を講じるとされており、今後も国の方向性に注視し、男女共同参画とともに暮らしや

すい地域社会の推進、共生・共助への位置づけなど、当町に必要な理解促進のあり方を

検討してまいります。 

次に、２点目のパートナーシップ宣誓制度ですが、現在、道内でも自治体単独や広域

の県域において、制度の導入や運用がなされております。 

本制度では、各自治体単位で要件を満たす方の宣誓・届出を基に、証明書が発行され、

行政や民間事業者のサービスを受けることが可能になりますが、法律行為である婚姻と

は異なり、法律上の効果を有する行政サービス等は対象外とされ、各自治体の定める範

囲で限定的となります。 

誰がどこの地域に住んでいても、相互に多様性を認め、共通の行政サービスが受けら

れる、暮らしやすい環境づくりは必要であります。 

しかし、今後も、国の理解増進法に基づく統一的な指針や運用方針などに基づいて、

必要な範囲での対応を進めていくことが適切と判断しておりますので、現状では、枝幸

町単独での制度導入は考えておりません。 

最後に、自治体間連携についてですが、当町は、稚内市を中心市とし、管内 10 自治体

で構成する宗谷定住自立圏と、名寄市・士別市を中心市とし、近隣 13 自治体で構成する

北・北海道中央定住自立圏との協定を締結し、圏域の将来像や生活機能の確保のため、

推進する具体的な取り組みを、共生ビジョンとして策定しています。 

現在のところ、両圏域においてパートナーシップ宣誓制度での連携はございませんが、

今後の見直しなどで、中心市をはじめ、構成市町村の意向も確認しながら、制度導入に

向けた連携や運用について注視してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君）町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）はい。まず確認したいんですけど、当町では、このパートナーシ

ップ制度というのは、とりあえず、まだ作らないということなんですけど、事例もない

っていう話ですけども、もし個別の事例があった場合は対応するというような町長の答

弁でありましたけれども、それは対応するような何か根拠的なものっていう、そういう

のはあるのか、それとも、その都度その都度考えて対応していくっていうそういうこと

なのか、そこをちょっと教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君）総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君）野口議員のご質問にお答えします。 

先ほど町長の答弁からありましたとおり、法的根拠があるものを除き、各課での行政

サービスにおいては、支障をきたすものはあるか、又はその対応について検討を今進め

ているところであります。 

今後は、支障がある行政サービス、事務手続きについて、規程や規則、また事務運用
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上の手続きの改正などが必要であれば、その解消について個別に検討を協議してまいり

たいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）私の質問の中にもあったように多く聞かれる問題っていうのが、

あの病院のことなんですね。 

コロナのときに面会できないなんていうのもありましたけども、今はコロナもあれで

すので、一番問題なのは、病状の説明とか、手術の同意ここなんですよ。パートナーシ

ップ制度っていうものを作っている自治体はそれを認めるというふうにしていますよね。 

それで、これ、これがなければ、その都度やると言っても、どうするのかっていう、

そこなんですよね。それをどう考えているのか。 

今、事例がないからといって、明日事例が起こらないとは限らないわけですよね。そ

の辺はどういうふうに考えているんですか。 

○議長（小原 仁君）総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君）野口議員のご質問にお答えいたしいたします。 

まずですね、行政サービスの関係なんですけども、当然、宣誓で承認は町からします

けども、それは町の範囲内だけでの病院に対して効果があるもので、うちでいけば国保

病院となります。 

他の病院で民間の方に協力依頼をしたとしてもですね、民間がそれを受け入れるかど

うかっていうのはそれはわかってないことなので、そういう場合であれば、全部の病院

に行っても、そういう同意がパートナーができるっていうことには限らないと考えてい

ます。 

また、うちですね、国保病院の方に確認いたしました。国保病院の対応ですね、病状

説明、それから手術・入院同意、それから面会などはですね、医師が、患者のキーパー

ソン、その役割を果たすっていうことであればですね、医師が認めた場合であれば、そ

れはそのパートナーであっても可能であるということをお答えいただいて、いただいて

おります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君）今の説明によれば、病院の関係に限りますけども、枝幸の場合は

枝幸の国保病院だけだということで、他の市町村に行っては、についてはわからないで

すけども。 

枝幸の場合は、キーパーソンにそういう方がちゃんと認め、医師の確認で認められて

いれば、今言った病院の説明だとか、手術の同意だとか、そういうことができると、そ

ういうことでよろしいですか、もう一度確認です。 

○議長（小原 仁君）総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君）野口議員のおっしゃるとおりです。 

○議長（小原 仁君）５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君）はい、わかりましたその他ですねいろいろいろいろな行政サービ

スが受けられないっていうような、そういう話も聞きます。 

まだ枝幸町に事例がないということですけども、これなかなかデリケートな問題で、

声をあげづらいっていうようなこともあると思うんですね。 
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ですから、事例がないからといってこの制度を作らなくていいというような、そうい

う話にはならないと思いますので、ぜひですね制度を作るという方向で検討していただ

きたいというふうに思います。 

それとですね、先ほど、５月、去年の６月 23 日に施行された法律に関してですね、こ

れ理念法なので、何と言うか、すぐ何をしなきゃいけないとか、しなければ罰則がある

とかそういったことはないんですが、努めてほしいというようなことを国が促している

っていうそういうふうに思うんですね。 

それで、町として枝幸町として、この法律に基づいて何らかの施策、要するに定型文

書化されたものを作るという予定は今のところないということなのか、そこをちょっと

教えてもらえますか。 

○議長（小原 仁君）総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君）特にこれに関して、野口議員のご質問にお答えします。失礼

いたしました。 

定型的な文書にして作るというものは今のところ考えておりません。今、考えてる今

後の対応としましては４点ほどありまして、この報告書の国の報告書に基づいて住民へ

の広報啓発、それから職員の理解の促進、それからニーズの把握、それから行政サービ

スや事務手続きですね、この辺で支障があるものについての調査などを行いたいと検討

しております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君）はい、わかりました。早急にその検討していただきたいと思いま

す。 

それでこの法律ですね、第５条で地方公共団体の役割っていうのを示していて、第６

条で事業主の役割っていうのと、学校の役割っていうのが示されてるんですね。 

これ、法律の作りとして、第４条が国の役割、第５条は地方公共団体の役割、第６条

が事業主・学校の役割というふうになっています。 

第６条で学校の役割ということが言われてるんですね、この件について、僕としては、

その町としての施策があって、それに基づいて学校の役割かなというふうに思っている

んですが、教育委員会としては、これについてはどのような考えを持っているのかをち

ょっとお伺いしたいんですが。 

○議長（小原 仁君）学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君）ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

文部科学省の方からですね、いろいろ調査、平成 26 年に全国の学校への調査、それか

らそれに基づいた児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施等についてということが平

成 27 年に発出をされております。 

各学校におきましては、これら通知に基づきまして、配慮しなければいけないこと、

心がけなければいけないことというものが全国的に統一されているといったことで認識

をしてございます。 

また、今のところ当町ではないとは思うんですけれども、各この資料の中でですね、

具体的にその学校における支援の事例というものも紹介されております。例えば、服装・

髪型、それからトイレ、更衣室などなどですね、多岐にわたるものがですね、例題とし

て事例として示されているものでございます。 
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また、この中で、特にですね配慮しなければいけないのはですね、やはり児童生徒の

状況に応じて相談をしっかりと受けて、学校の方でしっかりと支えていくということが

明記されております。そういった認識でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君）今の答弁を聞いてちょっと安心しました。 

学校の方でですね、しっかりとした対応をしていただきたいと、これからの問題にな

るとは思うんですけども、していただきたいというふうに思います。 

それでですね、最後になりますけども、この法律がですね、このように書かれていま

す。 

基本計画の策定、その他必要な事項を定めることにより、性的指向及びジェンダーア

イデンティティの多様性を受け入れる精神を涵養し、もって性的指向及びジェンダーア

イデンティティの多様性に寛容な社会の実現に資することを目的とするというのがこの

法律の趣旨ですのでね、ぜひ町の方でも、この趣旨に沿った形で、いろいろと施策とか、

そういったものを考えていただきたいなというふうに思います。 

以上をもって、この質問を終わります。 

○議長（小原 仁君）これをもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

１時間以上経ちましたので、11 時 15 分まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君）休憩を閉じまして、会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。 

８番遠山 修議員の質問を許します。 

８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君）通告に従いまして、質問させていただきます。 

１点目、枝幸町の人口減少問題と移住定住の現状ということで町長にお伺いします。 

当町の人口減少は深刻な状況にあります。1960 年の１万 8,541 人をピークに、６月の

広報掲載の登録人口は 7,025 人（外国人登録者 232 人）であり、社人研の推計では、2040

年の人口は 4,950 人と現在より３割以上減少すると見込まれています。 

当町も 1997 年以降、死亡者数が出生者数を上回る自然減の状況が続いています。 

若年層の転出と少子高齢化が進行し、地域全体に影響を及ぼしています。枝幸町ふる

さと創生総合戦略で、人口減少、少子高齢化対策、移住支援事業による人口減少の克服

と地方創生を目指した取組は、結果として、満足な数字として表れていないのが現状で

あると思われます。 

当議会も、今年３月に枝幸高校１年生と懇談会を実施し、その中で移住定住をテーマ

に意見交換を行いました。その中で、生徒から町としての発信力の弱さや、地域おこし

協力隊の利活用、SNS を利用した情報発信など、生徒個々にしっかりとした考えをお聞

かせいただきました。 

今後も枝幸町の人口減少が進みます。この問題は、全国の自治体が抱える問題でもあ

ります。行政ばかりでなく、地域全体での取組が必要だと思います。 

更なる対策と取組が求められると思いますが、町長のお考えを伺います。 
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○議長（小原 仁君）答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）遠山議員のご質問にお答えします。 

全国的に多くの地域が抱える急激な人口減少問題は、当町にとっても、すべての施策

に通ずる大きな社会課題であると認識し、これまでも強い危機意識を持って、移住定住

などの対策に取り組んでまいりました。 

しかし、昨年 12 月公表の社人研の将来推計で、当町の人口は 2020 年の 7,565 人に対

し、2040 年で、前回推計から 57 人増の 5,007 人と示されましたが、転出者数が転入者

数を上回る社会減と、死亡者数が出生者数を上回る自然減には歯止めがかからず、この

４月には、民間組織が定義する消滅可能性自治体と位置づけられ、公表もされておりま

す。 

この推計や分析結果の主な要因は、東京圏、北海道では札幌圏への人口集中と少子化

であり、各自治体の努力だけで抜本的な改善が図られるものではないことから、国全体

での政策対応の検証と対策が求められております。 

当町としても、人口の流出や市町村間の格差拡大を傍観することなく、地域全体で課

題認識を共有し、人口減少下においても持続可能なまちづくりを進めていかなければな

りません。 

現在、当町は深刻な担い手不足に直面しておりますが、人口減少は労働力や人手不足

となり、これにより、生活利便性や地域の魅力が低下し、地域経済産業を衰退させ、更

なる人口減少を招くことになります。 

ご指摘のとおり、ふるさと創生総合戦略では、全体的に都市からの移住や人口移動は

進んでおりませんが、当町では、農山漁村としての重要な役割を担い、基幹産業である

農林水産業を核に、地域産業の持続が地方創生であると捉え、基本姿勢に産業経営基盤

の安定強化を掲げております。 

これまでの若い世代への定住対策や移住環境整備への施策は、執行方針にも示し、取

り組みを進めておりますので、個別には申し上げませんが、更なる対策として、新しい

時代を担う高校生から寄せられた貴重な視点も踏まえながら、当町独自の対策を強化し

ていく必要性を痛感しているところであります。 

人口減少対策に特効薬はなく、数十年単位の地道で長い取り組みが必要であり、まず

は、地域特性を生かした産業振興と、これまでの人口減少対策をしっかり進めてまいり

ます。 

そのうえで、安心して働ける、生活できる、魅力ある地域をつくるために、ふるさと

枝幸に想いを持つ方々を積極的に呼び込む、移住定住者情報発信など、幅広い視点に立

った横断的な取り組みを今後も推進してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君）町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）数点、お聞きします。 

30 年程前ですかね、私、旧、その頃は合併前ですので、旧歌登町だったんですけども、

エンゼルプランというのがありましてですね、その 30 年ほど前に、委員の一翼をになっ
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て、担ってたわけなんですけども。 

考えてみたら、この 30 年を振り返ってみてどうだったのかと、合併して枝幸町になり、

当初、合併していた人口がもう 2,000 人以上減少したと。 

私、町の政策に対してどうだという話をするわけではないんですけども、一生懸命や

っておられるからこれで済んでるのかなという考えもあります正直な話。ただ計画を立

てるだけでではなく、いろんな方面においていろんな政策を打っておられると。 

ただ、自然減については、もうこれどうしようもない問題なんで、社会減、先ほど町

長も言われましたけども、転入転出の逆転現象というか、少しでも転出を減らして転入

を増やすという、そのために何ができるのかなと先ほど町長も言っておられましたけど。 

やっぱり若者の意見を尊重するっていうようなくだりがございましたが、やっぱり若

い人の意見を視点を変えてですね、いろんなとき、そういう問題を取り入れるというの

もう一つの方法なのかなと思うんですけども、具体的に町長の方でどういうふうな若者

の意見の尊重ということで考えておられるのか、その辺のことがわかれば教えていただ

きたいんですが。 

○議長（小原 仁君）町長。 

○町長（村上守継君）遠山議員の質問にお答えいたします。 

今、今日の行政報告でありますし、議会の皆さんはですね、高校生との懇談というこ

とでの中で、いろいろ意見交換をされて、そこを吸い上げたものをですね、まとめられ

たように聞いておりますが、私どもとして、なかなか積極的に、これまでも若い人を対

象にですね、そういった意見交換をというところが、実質、なかなか取り組みが進んで

ないというところが現状であります。 

これまで、コロナを言い訳にはしませんけども、コロナ禍４年っていうことの中で、

なかなかそういったいろんな意味での意見交換の場がですね、なかなか作ってくれなか

ったということも踏まえて、そういう中で、私的にどういうふうにそこを、というのは

ですね、これから、おそらくまた次に向けて新たなまちづくりなり、あるいはまた、今、

国もですね、まち・ひと・しごと総合戦略が終わりを迎える中でですね、次に向けての

取組も、おそらくや近いうちに出てくると思いますから。 

そういう中で、今後は、社会情勢が落ちてきた中で、しっかりとそういった若い世代

の意見も聞きながら、それをまた反映した取組っていうのをですね、一応役場全体とし

て取組というところもですね、しっかり、力を入れていかなければならないというふう

にも思っているところでもあります。 

やっぱり人口減少というところはですね、今、一番枝幸町的に問題なのは、やっぱり

20 代・30 代の若い世代の方がやっぱり少なくなってきている。しかもまた、そういう中

で結婚、子育てに繋がらないという現実がですね、やっぱり毎月の住民基本台帳の人口

のデータからもですね、読み取れるわけですが、そういう中で、いかにやっぱり、そう

いう若い世代の方の意識をですね把握しながら、そういうその時代の取り組みとして、

何が有効かと。 

私どもも、いろいろ、５年・10 年の中でですね、言えば総合戦略の中でいろいろやっ

てきていますが、なかなか結果としてそこがやっぱり何て言うんすか、いい意味で結果

として表れないというところを強くそこら辺がですね、若干反省もしているところでご

ざいますが、そういうところをむしろ、これからいろんな形で皆さんからご意見をいた

だきながら、何が本当にやるかっていうのは、やっぱり行政ばかりでなく、町全体でし
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っかりとしたそういう取り組みを高めていくというところが必要であるという認識でご

ざいます。 

○議長（小原 仁君）８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）実際、私どもも高校生との懇談の中でいろんな話をした中で、今

の高校１年生、私ども高校１年生だったんですけども、しっかり将来像というか描いて

いってですね、今の現状というか、この枝幸の現状もかなり把握してるんですよ。 

そんな中で、例えば地元に残る生徒は、やっぱり、例えば 1 次産業、家業を継ぐって

いうのは、もうしっかりとしたもう信念を持って自分とこの家業を継ぎますと、ただ学

校等で進学して例えばこの町を離れるっていう子は、帰ってきたいという生徒もおられ

るんです。 

その反面地元に帰らないよ。でも、ある程度結婚して例えば子育てするんだったら地

元に帰ろうかっていう生徒も中にはおられました。 

だから、意外となんですかね、我々よりも、もっともっと違う次元で考えて先のこと

を考えて考えてるのかなと今の子はって。 

ただ、その中で言われてたのが、この移住定住に関して言えば、やっぱり発信力のな

さというか、やっぱりホームページに出てますよではなくて、やっぱり、もっとホーム

ページで詳細にわたって誰が見てもわかるような形のものがいいよねと。 

やっぱり、今、SNS がこれだけ普及している中で、例えばインスタグラムにしろ

Facebook にしろ、いろんなものを通じて発信していただければ、やっぱり若者も見ても

らえると、やっぱり郷土愛ってのはやっぱり持ってるんですよ皆さん。 

だから、自分の住んでる枝幸町っていうのやっぱり故郷ですから。そういった面では

やっぱり自分の町をもっともっと発信してあげると中身についてそういう努力も必要で

はないかと思うんですけども、それについてどうでしょうか、お考えあれば。 

○議長（小原 仁君）町長。 

○町長（村上守継君）ご質問いただいたとおりだというふうに思っております。 

今、こういったデジタル社会になってですね、そういう面で、なかなか私どもも、行

政全体的に眺めてもですね、そういったやっぱり発信力の弱さっていうのは、やっぱり

枝幸町としてもこれからいろいろと力を入れてですね、取組をしなければならないとい

う課題だというふうに認識しております。 

どっちにしましても、これ、そういう面で、少なくとも議会の皆さんは、今回、高校

生の方とですね若い方といろいろ意見交換をして、そういったところをまとめていただ

いたということですから、このやっぱり議会の本会議とはまた別な立場でですね、いろ

いろと、また議会の皆さんと、そういった意見交換する場をですね持ちながら、私ども

としても、さらにまたそこを積極的に私どもとして何ができるかというところも、今後

考えていきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（小原 仁君）８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）最後になるんですけども、これ町長にお聞きしたいんですけども

ね。 

町長の思うところの住みやすいまちという、抽象的な質問したら悪いのかもしれない

ですけど、町長が思うところの住みやすいまちとは何でしょうか。それについて、ちょ

っとお伺いします。 

○議長（小原 仁君）町長。 
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○町長（村上守継君）お答えします。 

やはり安心して暮らせるというところは、やっぱり、しっかりと生活環境がですね整

って、しかもまた医療環境が整って、しっかり仕事、生活するうえでですね、周りの環

境がしっかり整備されているというところが大前提ではないかというふうに思っていま

す。 

○議長（小原 仁君）それでは、遠山議員の１問目の質問を終わります。 

引き続き遠山議員の２問目の質問を許します。 

８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君）２点目の質問いたします。 

枝幸町の水道管老朽対策ということでお伺いいたします。 

日本各地で問題となっている法定耐用年数 40 年を経過した配水管、導水管、給配水管

が存在し、今後も増加していく状況にあります。 

今年１月の能登半島地震で水道管が破損し、断水になった事例は記憶に新しく、地震

ばかりではなく、老朽管の破損においても同じようなことが起きます。 

当町においても、昭和 25 年に供用開始して以降、取水施設整備、浄水場改修、配水管

整備等更新整備事業を行っていますが、施設、管路の中で耐用年数を超えて使用してい

るものがどのぐらいあり、耐震化に向けた取組状況と水道管の老朽化・耐震化問題を計

画的に更新する計画があるかをお尋ね申し上げます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）遠山議員のご質問にお答えします。 

当町の水道事業につきましては、昭和 25 年に創設の事業認可を受け、給水を開始以降、

現在まで４度の区域拡張と施設の更新整備を行ってまいりました。 

ご質問の施設、管路の中で、耐用年数を超えて使用しているものにつきましては、浄

水場施設では、配水池やろ過施設、計装設備などで、おおよそ半数程度の設備が法定耐

用年数を経過しておりますが、定期点検やメンテナンスを実施しながら使用しておりま

す。 

導水管・配水管の管路施設では、管路延長で導水管・配水管合計 70.95 ㎞中 28.06 ㎞

が法定耐用年数である 40 年を経過して使用しており、管路総延長に対する管路経年化率

は、令和５年度末で 39.5％となっております。 

次に、耐震化の状況でございますが、導水管や送水管、配水本管などの重要な管路で

ある基幹管路のうち、耐震性のある管路の延長は 31.14㎞であり、耐震適合化率は 40.0％

となっております。 

今後の水道管の老朽化・耐震化問題でございますが、今年度、町道栄町線の最終区間

の配水管更新工事を実施します。 

また、令和７年度以降は、町道常磐町線、町道仲通線など水道重要管路を優先的に配

水管の更新工事を計画しております。 

更新工事の際には、耐震基準に適合した耐震型ダクタイル鋳鉄管や耐震型ポリエチレ

ン管を使用し、耐震性を高める予定でございます。 
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また、配水池につきましては、令和２年度に水中ロボットによる配水池内部の状況確

認を行っており、クラック等は確認できないことから、耐震性について、現時点では問

題のないものとされております。次年度に、再度水中ロボットによる確認を行うことと

しており、今後も継続して配水池の状況確認を行う予定でございます。 

水道施設につきましては、供用開始後既に 75 年を経過し、老朽施設が増加していきま

すので、水道アセットマネジメント計画、水道事業経営戦略に基づいた更新計画を策定

する予定であります。 

そのうえで、大規模地震の発生による被害等を想定し、防災拠点、医療機関、避難所

等の重要施設までの配水管の耐震化を図りながら、計画的な施設更新整備等日常的な点

検、維持管理を行い、町民の皆様へ良質で安全な水を安定供給してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君）町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）何点かお聞きしますが、私、耐用年数と漠然と言ったんですけど

も、この耐用年数は、例えば水道法上の耐用年数なのか、その辺のことが詳細にわかれ

ば、教えていただきたいんですが。 

○議長（小原 仁君）水道課長。 

○水道課長（桜井勝浩君）ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

ここで言うですね法定耐用年数の方でございますが、地方公営企業法の方で定められ

ておりまして、水道管路におきましては、一律どのような部材を使用しておりましても、

地方公営企業法では 40 年というふうにうたわれております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）公営企業法施行令ですか、一律 40 年と決められていると。ケー

スバイケースなんでしょうけども、この老朽管っていう問題は、もうこれ全国で問題視

されてて、本当に全国の老朽管を取り替えるのに 140 年かかるんじゃないかっていう数

字も出てるぐらいなんですよね。 

おそらくですね、多分、国も全部を取り替えなさいとは多分思ってないと思う。 

とりあえず生かせるものは何ともないものはそのままにして、何か漏水だとかあれば

取り替えていこうという考えなのかなと思うんです。でないと、財政的にこれから人口

も減って給水人口も減る中で、水道事業を持たないですね、これやろうとしたら。それ

は私も理解しているんで。 

それをやれとは言わないですし、ただやっぱり優先順位を決めてやらないと、古いか

ら駄目なんじゃないかではなくて、古くても、何もそういう障害がないという箇所もあ

ります。 

ただ、それは、たまたま偶然そうなってるのかもしれない。ていうのは、地中に埋ま

ってる１メーター40 センチか 50 センチかわかんないすけど、そういう中に埋まってる

んで、目に見えないからそれはわからない話で、実際に掘ってみないとわからない、漏

水してみないとわからない。 

普通のインフラと違って道路だとかだったら、例えば道路が陥没しましたよとか、そ

ういうの目で見てわかるんでいいんですけども。水道というのは、例えば、この管につ
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いては、埋設物ですから、実際に水が噴き上がるだとか、そこが陥没しない限りわから

ない。後、おそらく何かの計器が予想以上に上がってるということで発見するんだと思

うんですけども。そういった中で、やっぱり計画的にそういうことをやらなきゃいけな

い。 

優先順位をつけてっていうことだと思うんですけども、その辺どういうふうに、例え

ば考えておられるのか、わかれば教えていただけますか。 

○議長（小原 仁君）水道課長。 

○水道課長（桜井勝浩君）ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

そうですね、法定耐用年数の件でいきますと、実際 40 年というふうに地方公営企業法

の方ではうたわれておりますけど、あくまでも会計の処理を減価償却費の方を算出する

ための法定耐用年数ということで、実際の耐用年数の方につきましては、結構、他の市

町村なんかでもですね、実使用の年数に基づくというところで、いろいろな管のメーカ

ーで、例えば鋳鉄管の方ですと公営企業法は 40 年とうたわれておりますけど、実際の使

用年限でいきますと 60 年から 80 年、塩化ビニール管なんか VP 管なんかにつきましても

40 年とはうたわれていますが、やはり 60 年から 80 年メーカーの方では持つというとこ

ろもありますし、また、実際使用した結果がそれぐらい耐えているというようなところ

から、実使用年齢に基づくそれぞれの町で更新基準っていうものを定めている市町村な

んかもございます。 

大体ですね、法定耐用年数の 1.5 倍程度から２倍程度、40 年ですから、60 年から 80

年ぐらいは今の部材でいきますともつとは言われてるんですが、ただ実際、遠山議員お

っしゃったとおり、地中に埋まっている埋設されているものですから、なかなか表面か

ら見えるものではございませんので、そこら辺の部分はちょっとまだ研究が必要かなと

いうふうには考えております。 

それと、あと更新計画ですとかそういうものについてなんですが、まだ、先ほど町長

答弁の方でも言いました常磐町線、常盤町線ですとか仲通線、こちら、まだ 40 年、昭和

40 年代後半の管が埋設されている状況で使用しております。 

全て古いところからというふうになりますと、やはりなかなか延長もありますし大変

なんですが、やはり先ほど町長答弁でもありましたように、重要施設への給水というと

配水というところですね最優先に考えながら、その中でも、古い管、老朽化した管とい

うものを優先的に更新していくような計画を今後策定していきたいというふうに考えて

おります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）お金が絡む、予算が絡むことですんで、大変であろうことは重々

承知しております。 

そういった中で、例えば、今、水道課が取り組んでおられる漏水調査にしてもですね、

今いわゆる AI 技術ってのが発達してですね、なんていうか可視化してくれるっていうか、

そういうことをやっている地方自治体もあるみたいです。人工衛星からマイクロ波を照

射して、例えばこの辺が漏水してんじゃないかっていうような箇所を調査してくれるっ

ていうのも何か一つの維持していく上では大事なことなのではないかなと思います。 

特に、やっぱり水道課、人員の入れ替えも激しくて、なんか見てると大変なんだろう

なと。これだけ広い面積を職員でもあるわけですから、大変なことは重々わかっておら
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れ、わかってるんで、その辺、例えば、もしそういう人間に代わってできるものがある

んであれば、ちょっと費用についてはちょっと私計算してませんけどね。それも一つの

方法なのではないかなと。 

やっぱり、ながらにしてわかるというのは、こういう箇所が将来こうなるよというの

がわかるんであれば、ピンポイントでやれるっていう部分もありますんでね、その辺も

含めて、考えていったらどうなのかなと。 

お金がどうしても絡む問題だから一概に答弁はできないのかもしれないですけども、

わかる範囲内で答弁していただければと思います。 

○議長（小原 仁君）水道課長。 

○水道課長（桜井勝浩君）はい、ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

そうですね、現在漏水調査の方につきましては、委託でやっている方法につきまして

は、夜間、音聴棒による調査、現地に出向いて、他の音があまり聞こえないような深夜

帯に音聴棒、水道管の方の流水の流れの音を聞くだとか、そういうような形である程度

漏水調査の方をしていただいております。 

昨年度も上水区域でいきますと約 10 件程度の漏水の方は確認できております。 

その中でも、特に漏水量が多いところは優先的には修繕はしてるんですが、微量漏水、

時間 0.1 トンとか、そういう部分でも、一応、音聴棒による調査なんかでは確認できて

いるところではございます。 

先ほど申されました AI を使用しました老朽管の調査ですとか、あと人工衛星の使用し

て漏水調査を行うというような部分でございますが、確かにあの費用の方はかなり高額

なものになるというふうに、いろんな各そちらの AI 調査で、AI の使った調査ですとか、

人工衛星を飛ばしての会社なんかからもいろいろ話の方は伺っております。 

人工衛星とかのですね話を聞きますと、なかなかちょっとピンポイントでは探せない

っていう部分が、今の時点では大体誤差が５メーターぐらいは出てくるっていうような

話は聞いておりまして、そういうのもちょっとあるんですが、AI 調査の方、AI を使った

調査の方につきましては、管路の古さだけではなく、使用頻度ですとか、そういう部分

からの老朽管のところをピンポイントで、ここの区間の間は更新した方がいいですよ的

な部分が出てきますので、ちょっとそこら辺の方もですね、今後さらにちょっと研究の

方を重ねまして、どのような形での調査というのが一番効率的で効率的に進んでいける

のかという部分も、ちょっと今後調査の方、していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）はい、８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）漏水調査で判明した場所を重点的にということと、あと道路改良

に伴うという改修というのかな、取り替えをやりますよというのは理解するんですけど

も。 

特に、枝幸地区も歌登地区もそうなんですけど、道路改良のときは道路改良に合わせ

てそういう導水管等の改修はあったんですけども、なかなか最近そういう道路工事もな

くなってきてるんで、部分的に線形改良しますよということで、管路を移設したりだと

かっていうのは補償費もらって、水道課の方でもやっておられるのかなと思うんですけ

ども。 

おそらく、近年で言えばオホーツク通りですが、オホーツク通り終わってから道道周

辺に関しての補償物件はなくなってるのかなとは思うんですよね。 
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それに合わせて、おそらく、使ってる管種というか、資材の種類なんかも昔と比べて

数段、今は、例えば鋳鉄管にしても、鋳鉄管も種類がかなりの数あって、将来かなりも

つだろうということで、水道課の方ではそういう高いものっていうかね、高いものは長

く持つんですけど。 

特に、やっぱり水っていうのは、やっぱり町民にとって、やっぱ安全、安心・安全で

あるのが当たり前っていうのが建前なんでね。そういうことを考えると、やっぱり水が

ない生活ってのはあり得ないですし、やっぱり、ああいう能登半島の地震にしても、ど

この災害にしても、やっぱり水が出ない電気が通らないってのはやっぱり大変なことに

なるんで、それに向けて、できるとこからで結構なんで、本当にやっぱり町民の安全・

安心に関わる部分なんでね、考えていただければと思うんですけども。 

その辺、もし何か考えるとこがあれば。 

○議長（小原 仁君）水道課長。 

○水道課長（桜井勝浩君）ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

そうですね、道路工、すいません、配水管の更新工事につきましては、やはり単独、

水道管単独で入れ替えとなりますと、どうしても工事費が非常に割高になってしまうと

いうところがございますので、道路工事、道路の改良工事に合わせてやらさせていただ

いているのが現状ではございますが、そうは言っても、なかなか管の方って、やはり埋

まってますし、見えてない部分もございます。 

老朽管も、この後、年々増えてくるような状況にはなりますので、そこら辺もちょっ

と研究しながらですね、なるべく費用のかからない方法で本来は行きたいんですが、そ

のような形でやっていきながら、あと使用する資材の方もですね、通常で言われてます

口径の太い管のところで、道路の下に入っているようなところでいきますと、鋳鉄管、

ダクタイル鋳鉄ですとか、そういう部分使ったりですとか、耐震化の方の部分もですね

念頭に置きながらですね、耐震性のある管というものも、ちょっと割高ではありますが

使用して、後年次、長く維持管理しやすいというような部分の管も使いながら、今後も

ですね、ちょっと更新の方、老朽管の更新の方していきたいというふうに考えてござい

ます。以上です。 

○８番（遠山 修君）終わります。 

○議長（小原 仁君）はい。これをもちまして、遠山議員の一般質問を終わります。 

小林議員の一般質問の順番なんですけども、昼食の時間に迫ってまいりましたので、

途中で切るのもあれですから、休憩の後に、一般質問をお願いしたいと思います。 

これで、昼食のため休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君）それでは、休憩を解きまして会議を再開いたします。 

午前中の引き続きなりますが、一般質問を続けます。  
６番小林正浩議員の質問を許します。  
はい、６番小林議員。  

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君）６番小林です。通告に従いまして、質問させていただきます。 

枝幸のこどもたちのための部活動の地域移行。 

日本では、2022 年に子どもの権利法を保障するこども基本法が成立しました。子ども
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権利条約の４原則を、差別禁止、子どもの最善の利益、生存と発達の権利、子どもの意

見尊重と定めました。 

また、2023 年には、こども家庭庁を発足させて、こども大綱を策定し、こどもまんな

か社会を目指すと明記し、全ての子どもが暮らしやすい社会の実現を図るとしています。 

この事実を踏まえて質問したいと思います。 

政府は、学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境整備を、令和

５年から７年までの３年間を改革推進期間として自治体に求めています。 

まずは、休日を中心に環境を整備し、平日の環境整備はできるところから取り組むと

しています。 

枝幸町のこれまでの進捗状況と今後の取組内容やスケジュールについて、教育長の所

信を伺います。 

次に、部活動を地域移行するために最も重要なのは、子どもたちの意見を尊重するこ

とだと思います。また、保護者の考えや、地域クラブの思いもありますし、学校の考え

もあると思います。 

これを調整できるのは教育委員会しかありません。子どもの権利を守るため、積極的

な取り組みが必要と思いますが、教育長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君）答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君）小林議員のご質問にお答えします。 

部活動の地域移行に係るこれまでの進捗状況ですが、スポーツ団体との個別協議や各

中学校との意見交換など、内部調整を行ってきております。 

令和６年度は、既に活動しているスポーツ団体から、陸上と男子バスケットボールが

先行して地域クラブを設立し、中体連の大会に出場いたします。 

しかしながら、各中学校保護者の代表、スポーツ協会、スポーツ少年団、文化協会な

どで構成する検討会議の開催には至っておらず、全体の調整に遅れが生じている状況で

あります。 

今後の取組とスケジュールですが、文部科学省のガイドラインでは、まずは休日にお

ける地域の環境の整備を着実に推進することが示されており、当町としても、令和７年

度末を目途に、休日の部活動の段階的な地域移行を進めていきたいと考えております。 

具体的には、検討会議の開催を今年夏までに予定しており、現状と課題を関係者で共

有するとともに、今後の方向性について、共に議論を深めてまいります。 

部活動の地域移行は、スポーツ団体などの協力が必須であり、指導者の確保、生徒の

移動手段、保護者・生徒の合意形成など、解決しなければならない課題も多くあります。 

この取り組みを進めていくためには、学校、生徒、保護者等への理解をいただくこと

が重要であり、アンケート調査の実施と保護者説明会を開催し、子どもたちの意見や、

保護者の考え方などの把握に努め、今後の協議・検討のベースとしていく考えでありま

す。 

当町においても、将来にわたり子どもたちがスポーツや文化芸術活動に継続して親し

むことができる機会を確保するため、関係団体と緊密に連携して対応してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君）教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 
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はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）６番小林です。 

陸上やバスケットなどで先行的にクラブ移行するということで、非常に安心している

ところなんですが、その他のクラブや少年団からのアプローチとか相談というのは、今

のところありますか。 

○議長（小原 仁君）社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君）委員の質問にお答えしたします。 

スポーツ団体としてですね、陸上とバスケの方は、このように協議して地域クラブの

方で大会の方に出ているところなんですけれども、あとですね、野球少年団、あとサッ

カー協会の方とも少し話をさせていただいて、実際にですね、そのような形でできるの

かできないのかっていうところまではいってないんですけれども、一応協議の方はさせ

ていただいている状況であります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）６番小林です。 

夏までに検討会議をして、いろんな団体の方々の話を聞いたり調整したりするという

ことで、まず、全体としてこれをやっていただくっていうことは必要なことだと思うん

で、非常に安心しております。 

あと、教育長の話にも答弁の中にもありましたが、指導者の確保や、あとは報酬とい

う問題も出てくると思うんですが、現段階で言えるところってのは何かあれば教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君）社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君）議員の質問にお答えいたします。 

指導者の確保なんですけれども、まず１点目の指導者の確保、なかなかこの小さい地

域では確保が難しいということで、私どもとしても、各スポーツ団体、その辺と協議し

てですね、どのような形がいいかというのをこれからちょっと模索していきたいなと考

えております。 

それと、報酬の関係なんですが、国から特にですね、報酬いくらでっていうような形

での指導というかですねガイドラインは出ていない状況でですね、他のですね、自治体

だとか、そちらの方の参考にしながら進めていかなければならないかなと思っておりま

す。 

ただ、今のところですね、その報酬とかの前にですね、実際どのような形で進めてい

ったらいいかっていうのを検討会、検討会議でですね、皆さんとコンセンサスをとりな

がらやっていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君）６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）今、説明のあったとおり、報酬とかそういう問題についてはこれ

からの問題だと思うんですが、必ず発生する問題だと思うんで、やはり信頼関係を失わ

ないように丁寧な討議をしていただきたいと思います。 

あと、先日の委員会、総務文教常任委員会の中で、拠点校を作ってやっていきたいん

だというお話があって、やっぱりなってくると、練習のために生徒たちは練習場所に移

動しないと駄目だっていうことが出てくると思うんですが、その移動の問題っていうの

は、今のところどのように考えておられますか。 
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○議長（小原 仁君）社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君）議員の質問にお答えいたします。 

これらの常任委員会でも、拠点システムっていう一つの方法もあるんですけれども、

実際、今、議員、委員、議員さんおっしゃられたとおりですね移動の関係、大変大きな

問題だと考えております。 

それで、実際にそれができるのかっていうのも、今、不安に思ってるところですので、

合同チームでの大会への参加ですとか、一つとして拠点校という形もありますっていう

ちょっと指導を受けてますので、検討の場には、載せていこうとは考えておりますけれ

ども、実際どういう方法で進んでいくかは、ちょっと各団体と相談しながらやっていこ

うと思ってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）６番小林です。この移動の問題っていうのは、やっぱり非常に重

要で、この問題が解決しないために地域移行できないっていうか、拠点校を作れないっ

ていうようなもの問題は各地であると聞いておりますんで、ぜひ研究して、多くの子ど

もたちが集まれるような体制っていうのをつくっていただければと思います。一応これ

要望なんでこれ返答はいらないです。 

次にですね、地域移行が進んでいる地域っていうのは、やはり教育長を中心に、教育

委員会が課とかそういう垣根を外して一丸となってやっているところが進んでいるとこ

ろだというふうに聞いております。 

それで、当町としても、今後、課の垣根などなく全体で取り組んでいただけるかどう

かっていう、その点を最後に質問したいと思います。 

○議長（小原 仁君）教育長。 

○教育長（小川俊輝君）今回の中学校の部活動の地域移行については、当初、中学校の

部活の問題でしたので、学校教育課で担当という流れだったんすけども、やっぱり地域

この受け皿となるスポーツ団体とか少年団とか、それは、やっぱり社会教育の管轄にな

るもんですから、一応、現在は社会教育課が中心になっています。 

ただ、やっぱり教育委員会と学校教育と社会教育をですね、やっぱりきちっと密接に

関連性があるもんですから、教育委員会事務局全体でですね、この問題については取り

組んでいかなきゃならないと思ってます。 

○６番（小林正浩君）質問終わります。 

○議長（小原 仁君）はい、これを持ちまして、小林議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第６ 陳情第３号 ～ 日程第７ 陳情第４号 

○議長（小原 仁君）日程第６ 陳情第３号 特別養護老人ホーム歌翠園増改築整備に

関する要望書、日程第７ 陳情第４号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求め

る陳情を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛てに提出又は送付のあった陳情書であります。 

内容は、お手元に配付いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、６月 24 日開催の議会運営委員会で協議され、全議員に

資料配付として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、陳情第３号及び陳情第４号については、全議員に資料配付のことといた

します。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第８ 意見案第１号 

〇議長（小原 仁君）日程第８ 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森

林・林業・木材産業施設の充実・強化を求める意見書を議題といたします。 

本案の提出者は、村上守義議員、賛成者は、小林正浩議員、石川 勝議員より提出さ

れております。 

提出者であります村上守義議員、登壇のうえ、提案理由の説明を求めます。 

10 番村上議員。 

（10 番村上守義君 登壇） 

〇10 番（村上守義君）意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・

木材施策の充実強化を求める意見書。 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める

意見書を別紙のとおり、枝幸町議会会議規則第 14 条の規定により提出する。 

令和６年６月 27 日 提出者、枝幸町議会議員村上守義、賛成者、枝幸町議会議員小林

正浩、賛成者、枝幸町議会議員石川 勝。 

それでは、朗読を持って説明させていただきます。 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業政策の充実・強化を求める

意見書案。 

本道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、地球温暖化防止や国土の保

全、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮

させるためには、森林資源の循環利用を進める必要がある。 

全国１の森林資源を有する北海道は、2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、

伐採後の着実なる植林による森林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進、化

石燃料の代替となる木質バイオマスの利用促進など、森林吸収源対策を積極的に推進す

る責務を担っている。 

道では、森林資源の循環利用に向けて、森林整備事業や治山事業などの国の事業を活

用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗の安全供給、山地災害の防止、木造建築物の

整備、森林づくりを担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたところである。 

本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない環境型社会を建設するた

めには、活力ある森林づくりや道産木材の利用、防災・減災対策を一層進め、ゼロカー

ボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業政策の充実・強化を図ることが必要で

ある。 

よって、国において、次の処置を講ずるよう強く要望する。 

記。 

１地球温暖化や山地災害の防止など、森林の多面的機能を持続的に発揮させるため、

適切な間伐や伐採後の着実な植林の推進に必要な森林整備事業予算や、防災・減災対策

の推進に必要な治山事業予算を十分に確保すること。 

２森林資源の循環利用推進するため、成長が早く、形質の優れたグリーンラーチ等の 
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優良種苗の安定供給、ICT 等の活用によるスマート林業の推進、木材加工・流通体制の

強化、建築物の木質化や木質バイオマスの熱利用の促進などによる道産木材の需要拡大、

外国人材も含めた森林づくりを担う人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化す

ること。 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 

令和６年６月 27 日 北海道枝幸町議会。 

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大

臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣 

以上であります。よろしくご審議のほど、ご決定をお願いいたします。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案、本意見案に対する提案理由の説明が終

わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、意見案第１号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本意見案については、原案のとおり採択することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産

業施策の充実・強化を求める意見書は、採択することに決定いたしました。 

後ほど、意見書を議長名で各関係機関へ提出いたします。 

 

◎日程第９ 発議第１号 

○議長（小原 仁君）日程第９ 発議第１号 枝幸町議会会議規則の一部を改正する規

則についてを議題といたします。 

本件につきましては、６月 24 日開催の議会運営委員会において、その取扱いを協議し、

枝幸町議会会議規則第 14 条の第３項の規定に基づき、議会運営委員会から発議で提案す

ることが決定され、議長宛てにその申し出があったところであります。 

提出者であります議会運営委員会の小林副委員長より、提案理由の説明を求めます。 

小林議会運営副委員長。 

（議会運営委員会副委員長小林正浩君 登壇） 

○議会運営委員会副委員長（小林正浩君）小林です。 

別添の発議議案の１ページをご覧ください。 

発議第１号 枝幸町議会会議規則の一部を改正する規則について。 

枝幸町議会会議規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町議会運営委員会委員長村上守義。 

それでは、提案理由についてご説明いたします。 

この度の一部改正は、地方自治法の一部改正により、議会に関連する手続きのオンラ 
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イン化に関する事項が規定されたことに伴いまして、合せて標準町村議会会議規則が改

正されたことにより、当議会の会議規則についても、今後の議会オンライン化の流れに

鑑み、所要の改正を行うものであります。 

改正の内容につきましては、別添の新旧対照表によりご説明いたします。３ページを

お開き願います。 

第９条、会議時間の規定は、これまで条文上明確な規定がない中で運用上行われてき

た会議時間の変更について、この度、明確に条文化するため改正するものであり、まず、

第２項は、認める場合はの次に会議に宣言することによりの条文を加えます。 

第３項は、前項の規定に関わらず、議長は会議中でない場合であって、緊急を要する

とき、その他の特に必要があると認めるときは、会議時間を変更することができる。と

いう規定を新たに定めます。 

３ページ下段、第 32 条第４項、投票の効力に係る規定、及び４ページ中段、第 101

条の２、失職及び資格決定の規定による地方自治法第 118 条第６項、投票による選挙、

指名推選及び投票の効力の異議による通知に関する必要な事項は議長が定める。という

規定を新たに定めます。 

第 103 条、議場への携帯品の規定中、つえについては、障害者差別解消法の規定に鑑

み削除します。また、合わせて写真機及び録音機を削除します。 

これにより、例として、携帯電話またはタブレット端末の議場への持ち込みが可とな

り、議案、予算書などをタブレット端末に取り込んで閲覧することにより、ペーパーレ

ス化を図ることができます。 

また、同条ただし書きとして、病気その他の理由により、会議への出席に必要と認め

られるものであって、議長にあらかじめ届け出たものについてはこの限りではない。と

し、議場への車いすでの入場、携帯用医療機器等の持ち込みは届け出により可能とする

改正をいたします。 

第 125 条では、秘密会の議事、また発言の取り消しがあった場合には、会議録に掲載

しない規定を設けます。 

最後に、以降の条番号を繰り下げる改正を行うものであります。 

附則として、この規則は、令和６年６月 27 日から施行するものといたします。 

以上、大変雑駁でありましたが、発議第１号の提案理由の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜り、賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。  
これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、発議第１号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 
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 したがって、発議第１号 枝幸町議会会議規則の一部を改正する規則については、原 

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 発議第２号 

○議長（小原 仁君）日程第 10 発議第２号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正する

条例についてを議題といたします。 

本件につきましては、６月 24 日開催の議会運営委員会において、その取扱いを協議し、

枝幸町議会会議規則第 14 条第３項の規定に基づき、議会運営委員会から発議で提案する

ことが決定され、議長宛てに申し出があったところであります。 

提出者であります議会運営委員会の徳保委員より、提案理由の説明を求めます。 

徳保運営委員。 

（議会運営委員会委員徳保喜幸君 登壇） 

○議会運営委員会委員（徳保喜幸君）提案理由の説明をいたします。 

別添の発議議案の１ページをご覧ください。 

発議第２号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町議会運営委員会委員長村上守義。 

それでは、提案理由についてご説明いたします。 

この度の一部改正は、先ほどの会議規則の一部改正と同様に、地方自治法の一部改正

により、議会に関連する手続きのオンライン化に関する事項が規定されたことに伴いま

して、合せて標準町村議会委員会条例が改正されたことにより、当議会の委員会条例に

つきましても、今後の議会オンライン化の流れに鑑み、所要の改正を行うものでありま

す。 

改正の内容につきましては、別添の新旧対照表により、ご説明いたします。３ページ

をお開きください。 

第２条、第４条の２第２項、第５条第２項は、各委員の略称を明確に規定します。 

第７条は、改正前の条文で説明しますが、改正前の第４条第２項、第３項、第４項の

本文中の、議会において選任するの規定が、各項の条文内容と重複していること。 

第２項、会期の初めに議会において選任するの規定と、第４項ただし書中、閉会中に

おいては、議長が指名することができるの規定適用関係が、条文上、曖昧で明確でない

こと。また、第２項、会期の初めに議会において選任するの規定について、各町村議会

において選任時期に違いがあるため、実際、選任時期になると条文の解釈に誤解が生じ

ている場合が多いなど、これら様々な理由によりまして、第２項及び第４項の条文を削

除し、合せて第７条第３項を第５条第３項に移し替え、４ページ上段、第７条第５項を、

３ページ下段、同条第３項とする改正を行うものであります。 

４ページ中段、第 13 条の２は、委員長は、委員について、次の各号に掲げる特別な事

由により委員会の会議に参集することができない場合に該当すると認めるときは、オン

ラインによる方法を活用した委員会、以降、オンライン委員会と説明します。を開催す

ることができる規定を設けます。 

オンライン委員会を開催することができる事由は、第１号、大規模な災害の発生、感

染症のまん延、その他委員個人の責任に帰することができない事由、第２号、育児・介

護、その他やむを得ない事由とし、各号のいずれかの事由により委員会を招集しようと 
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する場所に参集することが困難である場合に限るものとします。 

５ページ上段、第２項では、オンライン委員会に出席を希望する委員は、あらかじめ

委員長の許可を得なければならない規定。第３項は、オンライン委員会の開会方法、そ

の他必要な事項は議長が別に定めるという規定を設けます。 

最後に、第 18 条では、委員会の秘密会は、第 13 条の２のオンライン委員会の場合を

除くとする規定を設けます。 

附則として、この条例は、令和６年６月 27 日から施行するものといたします。 

以上、大雑駁ではありましたが、発議第２号の提案理由の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。  
これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これより、発議第２号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、発議第２号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第４０号 

○議長（小原 仁君）日程第 11 議案第 40 号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の

変更に関する協議についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君）議案書の１ページをお開きください。 

議案第 40 号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について。 

北海道後期高齢者医療広域連合規約を次のとおり変更することについて、地方自治法

第 291 条の３第１項及び 291 条の 11 の規定により、議会の議決を求める。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

後期高齢者医療制度は、道内全ての市町村が加入する北海道後期高齢者医療広域連合

が事務局となり事業運営が行われております。 

この度の規約変更は、令和５年６月の行政手続きにおける特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律等の一部改正により、マイナンバーカードと健康保険証の

一体化の仕組みが設けられ、現行の健康保険証の発行は、令和６年 12 月２日から廃止と

なることに伴い、所要の改正が行われるものでございます。 
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広域連合規約の変更に当たりましては、地方自治法の規定により、構成市町村議会の

議決を得たうえで知事の許可を受けるものとなりますことから、ご提案申し上げるもの

でございます。規約の変更内容は、別冊の議案関係参考資料によりご説明させていただ

きます。 

議案関係参考資料の１ページをご覧ください。はじめに左側、現行の広域連合の処理

する事務、第４条では、広域連合が処理する事務を、１の被保険者の資格に関する事務

から５のその他事務までと明記され、また市町村の事務所、市町村事務は別表第１で定

めるものとされておりました。 

右側の改正後では、国の法令に基づき行うものとされた事務及びそれに付随する事務

を処理するものとして整理されております。 

次に、中段の第 19 条第２項は、別表第１を削除することに伴い、別表第２を別表に変

更するものでございます。 

次に、別表第１につきましては、市町村が行う事務を１の被保険者の資格管理に関す

る申請及び届け出の受付から、次ページ６の付随する事務までとして見明記されており

ましたが、第４条の改正とあわせて削除となるものです。 

最後に、別表第２を別表に改めるものでございます。 

附則でございますが、この規約は地方自治法第 291 条の３第１項の規定による北海道

知事の許可の日から施行するものでございます。 

以上大変雑駁でございますが、議案第 40 号の提案理由及び内容説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。ご質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 40 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 40 号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第４１号 

○議長（小原 仁君）日程第 12 議案第 41 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の策定についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

企画課長。 

（企画課長中川一広君 登壇） 



34 

 

○企画課長（中川一広君）議案書２ページをお開き願います。 

議案第 41 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について、提案内容を説明

します。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第

１項の規定に基づき、目梨泊辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙により策定す

る。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

本議案につきましては、目梨泊地区を辺地とし、総合整備計画の事業に不利な財源と

なる辺地対策事業債を活用する予定であるため、令和６年度から 10 年度までの５ヶ年の

計画を新たに策定するものです。 

議会議決の前提となります北海道知事との協議につきましては、本年５月 17 日付をも

って異議がない旨の回答を得ており、法の規定に基づき総務大臣への計画提出にあたっ

て、議会の議決を要するため、提案するものです。 

議案書３ページの別紙につきましては、総合整備計画書でございます。 

１辺地の概況につきましては、括弧１の名称、括弧２位置について記載のとおりでご

ざいます。括弧３の辺地度点数につきましては、公共的施設、公共交通機関、生活基盤

整備等の状況をそれぞれの算式に基づき点数化いたしまして、その合計が 100 点以上の

地域が辺地とされ、目梨泊辺地については 168 点となっております。 

２公共的施設の整備を必要とする事情につきましては、経営近代化施設、水産環境整

備事業として、ウニ囲い礁の整備により、安定的な漁業生産を確保し、強化経営の安定

化を図るとしています。 

３公共的施設の整備計画につきましては、事業主体北海道の事業費といたしまして３

億 1,970 万 7,000 円、うち、当町の負担、一般財源で 3,197 万 1,000 円のうち、辺地対

策事業債は 1,050 万円としております。 

なお、当該事業につきましては、令和６年度当初予算に計上されておりますので申し

上げます。 

以上、提案内容の説明としますので、ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）６番小林です。１点だけお伺いしたいんですが、最近、海水温の

上昇などでウニがずいぶん取れなくなってきているという、そういう話もよく伺うんで

すが、この整備内容というのは、具体的にどういうような工事が行われて、当然、海藻

がなければウニは育たないと思うんで、その辺の海藻を育成するための方法とか、そう

いうものがあるんであれば教えていただきたいなと思います。 

○議長（小原 仁君）水産商工課長。 

○水産商工課長（黒川勇人君）ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

本事業に、事業でありますけれども、名前のとおりですね、水産環境整備事業ちゅう

ことでありまして、今、国の方もですね、この全国的に藻場だとか干潟だとか、やっぱ

り減少してるちゅうところで、国、国も道もそうですけど、藻場ビジョンっていうんで

すか、藻場・干潟ビジョンというのを策定してまして、北海道でも、道内でも９ヶ所ほ
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どですね、この海域ごとにビジョンを立てて、こういう藻場育成ということろですね力

を入れていくちゅうところで、今回、この目梨泊地区もですね、こういった、元々この

漁港の拡張工事で、このウニの漁場はですね、ちょっと喪失するということで、この事

業を活用してですね、やっていくっちゅうところであるんですけども、内容としまして

は、囲い礁、ウニの囲い礁って言って、大きい割石をですね囲って、大体１ヘクタール

ですか面積、造成しまして、そこでコンブですね、ウニの餌と言うのは、そこはその囲

い礁を造ることによってコンブが生えて、そこに今、喪失する漁場からウニ移設してで

すね、そこで育てて、何て言うのですかねウニの資源を増やしていくっていうのは事業

でございますので、ご理解願います。 

○議長（小原 仁君）６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）一番心配しているのは、先ほども申し上げましたとおり、海の海

水温も上がってて、コンブが少なくなっているということで、移動して新しいところに

漁場を造るんだよということでありましたが、やはり、今まで生活していた漁業者の方々

が、新しいところをうまくいってくれればいいんですが、その辺のことが非常に心配で

質問して、質問させていただきました。 

とりあえず、今までと同じような環境になるように努力していただければというふう

に思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）他にございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）はい、それでは、他に質疑なしと認めます。これで質疑を終わり

ます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 41 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 41 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第４２号 

○議長（小原 仁君）日程第 13 議案第 42 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の変更についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

企画課長。 

（企画課長中川一広君 登壇） 

○企画課長（中川一広君）議案書４ページをお開き願います。 

議案第 42 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について、提案内容を説明

します。 
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辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第

８項の規定に基づき、乙忠部、風烈布、歌登志美宇丹・歌登大奮・歌登上徳志別辺地に

係る公共的施設の総合整備計画を別紙により変更する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

本議案につきましては、既に辺地として計画の策定済みである３地区において、辺地

対策事業債を活用する予定の事業を新たに追加するため、それぞれ５年間の総合整備計

画を変更するものです。 

議会議決の前提となります北海道知事との変更に係る協議につきましては、本年５月

13 日付をもって異議がない旨回答を得ており、法の規定に基づき総務大臣への計画提出

にあたって、議会の議決を要するため、提案するものでございます。 

議案書５ページから７ページにつきましては、各辺地の総合整備計画書でございます。 

１辺地の概況につきましては、策定同様の説明になりますので記載内容をご確認願い

ます。 

２公共的施設の整備を必要とする事情及び、３公共的施設の整備計画については、５

ページの乙忠部辺地で、経営近代化施設、荷捌き施設整備事業、６ページの風烈布辺地

で、産業農林道、風烈布１号線開設事業、７ページの歌登志美宇丹・大奮・上徳志別辺

地で集会施設、志美宇丹コミュニティセンター改修事業についてをそれぞれ追加するも

ので、事業費は、５ページ、乙忠部辺地、荷捌き施設整備事業で、事業主体、枝幸漁業

協同組合の事業費で４億 2,000 万円、うち、当町の負担である一般財源 6,333 万円のう

ち、辺地対策事業債が 6,330 万円、６ページ、風烈布辺地、風烈布１号線開設事業で、

事業主体、北海道の計画期間内の事業費２億 5,950 万円、うち、当町の負担である一般

財源で 6,487 万 5,000 円、うち辺地対策事業債 6,480 万円、７ページです、歌登志美宇

丹・大奮・上徳志別辺地、志美宇丹コミュニティセンター改修事業で、事業費及び辺地

対策事業債 2,500 万円を予定しております。 

なお、策定同様、追加事業につきましては、令和６年度の当初予算に計上されており

ますので、申し添えます。 

また、７ページ、歌登志美宇丹・大奮・上徳志別地区については、一つの地区では、

辺地要件の一つである。人口 50 人以上という要件を満たさないため、合算で辺地を形成

し、複数の地区で一つの辺地としております。 

以上、提案内容の説明としますので、ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 42 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 42 号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第４３号 

○議長（小原 仁君）日程第 14 議案第 43 号 枝幸町中小企業等活性化条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

○水産商工課長（黒川勇人君）議案書の８ページをお開きください。 

提案理由についてご説明申し上げます。本条例第３条第１項で規定する助成の対象に

つきましては、総務省告示により、日本の公的統計における産業分類を定めた日本標準

産業分類の大分類に掲げる業種のうち、本町において、中小企業等の活性化が必要とさ

れる業種を同項第１号から第 10 号まで掲げております。 

この度の改正につきましては、本年４月１日に日本標準産業分類の改定が施行され、

大分類の名称が一部改定となりましたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

なお、改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊の議案関係参考書類により、

改正内容についてご説明申し上げます。 

３ページをお開きください。下線部分が今回の改正箇所でございます。 

第３条第１項中、平成 25年総務省告示第 405号を令和５年総務省告示第 256号に改め、

同項第３号の、運輸業に郵便業を追加し、第４号、第５号、第６号、第８号については、

及びの表記を読点に改めます。 

また、第７号の、生活関連サービス業に娯楽業を追加し、第９号の、医療及び福祉の

うち、療術業を、医療、福祉に改め、第 10 号の、その他サービス業を、サービス業（他

に分類されないもの）に改めます。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用す

るものとしております。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 43 号の提案理由の説明とさせていただきま

す。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 43 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 43 号 枝幸町中小企業等活性化条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第４４号 

○議長（小原 仁君）日程第 15 号 議案第 44 号 枝幸町屋外体育施設条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

社会教育課長。 

（社会教育課長米津功司君 登壇） 

○社会教育課長（米津功司君）議案書の９ページをお開きください。 

議案第 44 号枝幸町屋外体育施設条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町屋外体育施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

条例の第２条、屋外体育施設の名称及び位置でありますが、各施設の位置の記載に誤

りがあったことから改正をお願いするものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料により説明させていただき

ます。議案関係参考資料の４ページをご覧ください。 

左側の現行で、左側が現行で、右側が今回の改正後の内容となります。町営歌登球場

ですが、124 番地の次に７を加え、町営歌登サブ球場は、1076 番地を 3499 番地に改め、

ふれあいの里ゲートボール場は、及び 3505 番地を削り、北幸公園自由広場は、枝幸町の

次に北幸町を加える改正でございます。 

附則でありますが、この条例は公布の日から施行するとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 44 条の提案理由及び内容説明とさせていた

だきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 44 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 44 号 枝幸町屋外体育施設条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 
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開始してから１時間ほど経ちますので、14 時 15 分まで休憩いたします。 

休憩 午後１時５９分 

再開 午後２時１５分 

○議長（小原 仁君）休憩を解きまして会議を再開いたします。 

 

◎日程１６ 議案第４５号 

○議長（小原 仁君）日程第 16 議案第 45 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君）議案書 10 ページでございます。 

議案第 45 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第１号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和６年度一般会計補正予算第１号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 4,948 万 4,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 126 億 7,848 万 4,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。地方債の補正、第２条、地方

債の変更は、第２表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。第２表、地方債補正は、変更が２件ございまして、変更

内容は全て限度額のみで、起債の方法、利率、償還の方法については変更はございませ

ん。１件目は、脱炭素化推進事業で、補正前限度額 530 万円、補正後限度額 580 万円に

増額。２件目は、過疎対策事業で、補正前限度額 13 億 3,850 万円を補正後限度額 13 億

5,800 万円に増額するものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、主に、各種事業に係る国・道支出金の交

付決定などに伴う町債との財源調整、財源を補うための財政調整基金繰入金やふるさと

未来応援基金繰入金などを計上しております。 

歳出におきましては、主に、ふるさと未来応援基金活用事業として、中小企業等活性

化助成事業や医療技術者等修学資金貸付事業など、また、その他各種補修等に係る経費

や、下水道事業会計の繰出出資の増額などを提案させていただいております。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。10 ページをお

開き願います。歳入でございます。15 款国庫支出金、２項国庫補助金は 1,603 万 2,000

円の減額で、主な内容は、社会資本整備総合交付金の交付決定に伴い、道路橋梁費補助

金 1,548 万 2,000 円の減額などでございます。 

16 款道支出金、２項道補助金は 1,146 万 3,000 円の増額で、林業費補助金でございま

す。17款財産収入２項財産売払収入は 808万円の増額で、不動産売払収入でございます。

18 款１項寄附金は 40 万円の増額で、指定寄附金でございます。 

19 款１項繰入金は 2,557 万 3,000 円の増額で、主な内訳は、財政調整基金繰入金 1,587

万 8,000 円などでございます。 

22 款１項町債は 2,000 万円の増額で、主な内容は、先にご説明いたしました国庫補助 
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金の社会資本整備総合交付金の交付決定に伴い、道路橋梁債として財源の振替を行った

ものなどでございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 126 億 2,900 万円に対し、4,948 万 4,000 円を

増額し、126 億 7,848 万 4,000 円とするものです。歳入は以上でございます。 

続いて、歳出をご説明いたします。14 ページをお開きください。 

２款総務費は 631 万 6,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が 331 万 6,000 円の増

額で、主なものは、15 ページ二つ目、行政情報システム管理経費 254 万 5,000 円の増額、

14 ページに戻りまして、２項徴税費が 300 万円の増額で、税務事務経費でございます。 

16 ページです。３款民生費は 118 万 4,000 円の増額。内訳は、１項社会福祉費が５万

6,000 円の増額で、老人、老人福祉事務経費でございます。２項児童福祉費が 112 万 8,000

円の増額で、主なものは、17 ページ下、こども家庭センター管理運営経費 106 万 1,000

円の増額でございます。 

18 ページ、４款衛生費は 156 万 1,000 円の増額。内訳は、１項保健衛生費が 137 万 4,000

円の増額で、主なものは、19 ページ上、医療技術者等就学資金貸付事業 120 万円の増額

でございます。18 ページに戻りまして、２項清掃費が 18 万 7,000 円の増額で、塵芥処

理対策経費でございます。 

20 ページです。５款労働費、１項労働諸費は１万 5,000 円の増額で、労働事務経費で

ございます。 

22 ページ、６款農林水産業費は 1,780 万 9,000 円の増額。内訳は、１項農業費が 361

万 6,000 円の増額で、公共育成牧場管理事業。２項林業費は 1,419 万 3,000 円の増額で、

内訳は、23 ページ二つ目、森林環境譲与税活用事業 400 万 1,000 円の増額。その下、森

林環境保全整備事業 600 万円を減額したうえで、その下、林業・木材産業生産基盤強化

対策事業 1,619 万 2,000 円を追加とし、事業内容を組み替え、精査した、精査したうえ

で同補助金の補助率の高い事業へ振り替えたことによるものでございます。 

24 ページになります。７款１項商工費は 439 万 4,000 円の増額で、中小企業等活性化

助成事業でございます。 

26 ページ、８款土木費は 1,761 万 5,000 円の増額。内訳は、１項道路橋梁費が 200 万

円の増額で、道路整備事業補助。３項港湾費が 270 万円の増額で、港湾管理経費。４項

都市計画費が 1,291 万 5,000 円の増額で、下水道事業会計出資及び運営経費でございま

す。 

28 ページになります。10 款教育費は 59 万円の増額。内訳は、１項教育総務費が 10

万 7,000 円の増額で、内訳は、29 ページ上、枝幸高等学校生徒就学助成事業 221 万円の

増額。その下、教育委員会事務経費 210 万 3,000 円の減額でございます。 

28 ページに戻りまして、２項小学校費が 25 万 8,000 円の増額で、小学校教材等整備

事業、整備経費、４項社会教育費が 22 万 5,000 円の増額で、図書館管理運営経費及び文

化会館管理運営経費でございます。以上、下段の歳出合計は、補正前の額 126 億 2,900

万円に対し、4,948 万 4,000 円を増額し、126 億 7,848 万 4,000 円とするものです。 

31 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。以上、

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第１号の内容説明とさせていただきます。なお、予

算附属資料として、普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。 

また、令和５年度建設工事等業者別発注一覧表及び５月末現在の令和６年度建設工事

等発注一覧表を参考資料として配付させていただきましたので、併せてご参照ください。 
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それでは、よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入・歳出全般についての質疑を許します。質疑ございま

せんか。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）１点お伺いします。 

27 ページ、雪寒建設機械整備事業ですね、これ歳入の方でも若干説明があったんです

けども、国庫支出金が 1,548 万 2,000 円を減額して町負担になってるような財源振替な

んですが、これのちょっと理由を説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君）建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君）ただいまのご質問にお答えいたします。 

今年度に入りまして、国の交付金の充当率が減額になるということがわかりまして、

それで、国の交付金の減額した分はですね、過疎債に充てるということで、財源の振分

けを今回補正でお願いしたものでございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）これ、過疎債の方が 1,220 万円で、一般財源からも 328 万 2,000

円が支出されるということなんで、これはあれなんですか、町にとってちょっと不利な

感じに思えるんですが、その辺はどうなんですか。 

○議長（小原 仁君）建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君）ただいまのご質問にお答えいたします。 

国費のならなかった部分については、通常であれば、そのまま町単独費ということに

なるんですが、今回、過疎債に充当することによりまして、なるべく町の負担が減った

ということで、ご理解願いたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）いいですか。他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）６番小林です。２点について、ちょっと説明していただきたいと

思います。 

23 ページ二つ目、森林環境譲与税活用事業で、旅費 100 万円というのと、下の方に、

林業先進地視察助成金 100 万円ってなってるんですが、この内容についてそれぞれ教え

ていただければと思います。 

○議長（小原 仁君）農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君）ただいまのご質問にお答えします。 

スマート林業 EZO モデル構築協議会が実施する林業先進地研修、フィンランドで、フ

ィンランドに視察研修を実施するということで、当課職員と南宗谷森林組合担当職員が

参加するということで、当課の参加職員の部分は、特別旅費として 100 万円を予算計上

させていただいております。 

また、南宗谷森林組合の方からですね、この事業に参加する旅費の助成要望がありま

したので、理事者と協議してですね、必要な事業ということで、参加していただきたい

ということで、必要な予算として助成金として 100 万円を計上しております。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君）６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）確認なんですが、じゃあ、当町の職員１名と南宗谷森林組合の職

員１名、２名分の支出ということでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君）農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君）今、議員おっしゃられたとおり、２名分の支出ということで

ございます。 

○６番（小林正浩君）わかりました。 

○議長（小原 仁君）はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）はい、29 ページ一番上の枝幸高校、高等学校生徒就学助成事業で、

我々総務文教常任委員会の委員は説明を受けているんですが、産業厚生の方々は多分説

明を受けてないと思うんで、この内容について説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君）学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君）ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

こちら枝幸高校の生徒輸送業務委託ということについてでございますが、その下にあ

ります教育委員会事務局経費の１報酬、それから３職員手当の方、今回減額をさせてい

ただいております。 

当初ですね、枝幸高校の方に通われることになりました歌登の地区、志美宇丹方面と

本幌別方面に在住の生徒さん２名の方がですね、この度、枝幸高校に入学をしていただ

いたんですけれども、その地区ですね、歌登地区については、市街地のバスターミナル

の所まで、お家からちょっと距離もだいぶありますし、ちょっと交通が繋がってないと

いうことでですね、その辺、町として支援ということで、ずっと議会の方でも質問もあ

ったりといったような経緯でですね、その中でですね、当初予算でも承認されましたけ

れども、会計年度任用職員を雇用いたしまして、送迎の方ですね、支援してまいりたい

というふうに考えてはいたんですけれども、実際ですね、ちょっとなかなかあの時間帯

ですとか、というようなことが難しくてですね、探したんですけれども、該当する方が

見つからなかったということで、４月から今月いっぱいまで職員で対応してまいりまし

た。 

この度、予算計上させていただいてですね、議決をいただければ、７月からですね、

現在、スクールバス事業を行っていただいております経験のある事業者の方に委託をし

ていきたいということで、計上させていただいた次第でございます。 

以上でございます。 

○６番（小林正浩君）わかりました。 

○議長（小原 仁君）他にございませんか。 

はい、10 番村上議員。 

○10 番（村上守義君）23 ページの林業・木材産業のですね、工事請負費の中に、 

○議長（小原 仁君）村上議員、起立願います。 

○10 番（村上守義君）はい。23 ページの森林整備事業の下の方にある工事請負費 1,619

万 2,000 円っていうことなんですが、ちょっと参考に教えてほしいんですが。 

まず、この予算書の一覧表を見ますと、間伐事業ということで、面積が 32.66 ヘクタ

ール、1,619 万 2,000 円、これ当初の下幌別のやつが、との組替えにこうなってるんで

すけども、この事業も非常に、当初計画してたのかどうかわかりませんけども、一番有

利な補助率が約 100%に近いということで、努力して予算がついたということで了解して
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るんですが、これらの樹種とですね林齢と、おそらく宇遠内ですから、保安林指定には

まってるとこだと思うんですが、これの林齢と伐採率を、できれば参考に教えていただ

きたい。 

それと、歳入の方で、立木の関係、売払収入で 808 万円ですか。これは、この、今の

関係の材代金かなという具合に思ってるんですけど、この辺も含めて一つ教えていただ

きたい。 

○議長（小原 仁君）農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君）ただいまのご質問にお答えします。 

議員ご指摘のとおり、当初、下幌別町有林で天然林の間伐を予定しておりました。 

一方ですね、有利な補助事業である林業・木材産業生産基盤強化対策事業でもですね、

事業をぜひやりたいということで要望していたところ、ほぼ要望どおりのですね補助金

が割り当てになりましたので、事業を組み替えてですね、宇遠内町有林の保安林で間伐

事業を実施することとして、補正予算を計上させていただきました。 

質問にありました林齢ですが、トドマツ林齢 54 年生の林分で間伐を実施するというこ

とで、ヘクタール当たりの材積なんですが、50 から 60 立方を予定しております。 

伐採率は、保安林ですので指定施業要件で 35%未満となっておりますので、おおむね

33%を伐採する予定としております。 

続いて歳入の方ですが、これも議員ご指摘のとおり、下幌別の素材、間伐によって生

産されます素材をですね、売り払う代金を全部ですね、予算、下幌別の町有林の部分は

皆減してですね、新たに宇遠内町有林で間伐して生産される素材代金を予算として計上

してですね、その差し引きですね、808 万円の歳入予算を計上しております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）よろしいですか。はい。他にございませんか。よろしいですか。 

はい。それでは、他にないということで、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 45 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 45 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算については、原案のと

おり可決されました。 

 

◎日程１７ 議案第４６号 

○議長（小原 仁君）日程第 17 議案第 46 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正

予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君）議案書 11 ページでございます。 
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議案第 46 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算第１号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

 別冊、令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第１号の１ページをお開き願いま

す。 

今回の補正予算につきましては、収益的収支では、枝幸終末処理場及び、漁集乙忠部

及び音標処理終末処理場において、機器に故障が生じ、部品交換及び分解整備を行わな

ければならないことから、修繕費の追加をお願いするものでございます。 

また、資本的収入では、公共下水道事業の枝幸下水終末処理場機更新工事において、

今年度の施設更新整備に係る国庫補助金の減が、すいません、国庫補助金の額が、当初

に予定していた金額より減少されることとなったため、減少した部分の国庫補助金を企

業債及び一般会計出資金に振り替えるためでございます。 

総則、第１条、令和６年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第１号は、次に定めると

ころによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和６年度枝幸町下水道事業会計予算第３条に定めた

収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款公共下水道事業 535 万 7,000 円の増

額。第３款漁業集落排水施設事業 225 万 8,000 円の増額。収益的収入及び支出の合計は、

既決予定額５億 2,761 万 2,000 円に対し、761 万 5,000 円を増額し、５億 3,522 万 7,000

円とするものでございます。 

２ページに参りまして、資本的収入、第３条、予算第４条本文括弧書き中、不足する

額１億 3,202 万 8,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,202 万 8,000 円で補てんを、不足

する額１億 3,402 万 9,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,402 万 9,000 円で補てんに改

め、資本的収入の予定額を次のとおり補正する。 

資本的収入、第１款公共下水道事業 200 万 1,000 円の減額。資本的収入合計では、既

決予定額２億 2,904 万 1,000 円に対し、200 万 1,000 円を減額し、２億 2,704 万円とす

るものでございます。 

企業債、第４条、予算第６条に定めた企業債の限度額を次のとおり改める。 

変更は、１件の限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更

ございません。起債の目的は、枝幸下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 2,730

万円を補正後限度額 3,260 万円とするものでございます。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに、収益的収入でございます。１款公共下水道事業収益、２項営業外収益が 535

万 7,000 円の増額で、一般会計負担金。３款漁業集落排水施設事業収益、２項営業外収

益が 225 万 8,000 円の増額で、一般会計負担金でございます。 

６ページに参りまして、資本的支出でございます。１款公共下水道事業費用、１項営

業費用が 535 万 7,000 円の増額。３款漁業集落排水施設事業費用、１項営業費用が 225

万 8,000 円の増額で、いずれも終末処理場管理費における修繕費の増額でございます。

収益的収入及び支出は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的収入でございます。１款公共下水道事業資本

的収入は 200 万 1,000 円の減額で、内訳は、１項企業債が 530 万円の増額。２項国庫補
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助金が 1,260 万 1,000 円の減額。３項他会計出資金が 530 万円の増額で、いずれも国庫

補助金の減額による企業債及び他会計出資金への財源の振替でございます。資本的収入

は以上でございます。 

11 ページ以降は予算説明書で、資料として添付してございますので説明は省略させて

いただきます。以上で、令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第１号の内容説明

とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。歳入・歳出全般についての質疑を許します。質疑ありませ

んか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 46 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、議案第 46 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程１８ 報告第３号 

○議長（小原 仁君）日程第 18 報告第３号 令和５年度オホーツク枝幸株式会社の運

営状況についてを議題といたします。 

観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君）議案書 12 ページをお開き願います。 

報告第３号 令和５年度オホーツク枝幸株式会社の経営状況について。 

地方自治法第 243 条の３第２項の規定により、令和５年度オホーツク枝幸株式会社の

経営状況を別紙のとおり報告する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

113 ページ、報告第３号別紙をお開き願います。オホーツク枝幸株式会社より提出の

あった令和５年度事業報告及び決算の主な内容について報告します。 

組織の状況でございます。オホーツク枝幸株式会社は、令和２年４月１日から令和７

年３月 31 日までの５年間、枝幸町保養施設、南宗谷ゴルフ場の指定管理者として協定を

締結し、４年目の運営を終えたところであります。 

従業員の状況としては、社員の採用は６名、退職は２名、パートタイム職員では、原

則、欠員が生じた場合に地元雇用により補充対応としているほか、安定した施設運営を

図るため、施設の枠組みにとらわれない横断的な人員配置により人材を行っております。 

３月 31 日現在の従業員数は、社員 36 名、パートタイム 47 名、派遣職員３名、計 86 
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名となっております。 

次に 13 ページ中段から 14 ページ中段までの保養施設の運営状況でございます。新型

コロナウイルスの世界的流行により、これまでにない経済停滞や感染拡大防止のために

経済活動の抑制を余儀なくされましたが、昨年５月に感染法上の５類に移行され１年が

経過し、保養施設の利用者数も回復傾向にあり、積極的な営業活動を展開し、運営施設

の収益向上に努めてきたところです。 

宿泊部門では、HOKKAIDO LOVE 割！による観光需要喚起策や行動制限の解除により人

流が回復したことから、ニュー幸林では、平成 29 年度以来、宿泊者数が２万人を超える

実績となりました。グリーンパークホテルは、当初より予定していたボイラー改修工事

のため８日間休館したことや、調理員の退職による人員不足から土日を素泊まりのみの

営業としたことも影響し、宿泊者数においては前年度を下回る実績となっております。 

次に、レストラン部門では、コロナ禍以降の利用者数は増加しており、特に宴会利用

者数の回復は堅調であったことから、両ホテルにおいて、平成 29 年度以降、過去最高の

利用者数となり、ニュー幸林では売上高においても過去最高となりました。 

入浴部門でも、両ホテルで前年度を超える利用者数となりましたが、ニュー幸林では、

温泉ポンプの故障により、９月から 12 月までの間、真水の沸かし、沸かし湯による営業

となり、宿泊者数並びに日帰り入浴の利用者にはご不便をかけておりましたが、入浴者

数では全ての月において前年実績を上回る利用がありました。 

ニュー幸林では、施設全体の利用者数が前年度から１万 955 人増加しており、会社設

立以降、２年連続で過去最高の売り上げ高となっております。 

グリーンパークホテルにおいては、施設全体の利用者数がコロナ禍前の令和元年度実

績の約８割まで回復しておりますが、食堂売店収入では前年度を下回る実績となりまし

た。 

会社全体では、会社設立以降における過去最高の売上高となりましたが、原材料費や

エネルギーコスト上昇の傾向が長期化していることから、経費の増加も続いており、売

上の回復に収益が追いついていない状況にあります。 

町からの指定管理料の支出額は、当初予算から 900 万円の増額補正を行い 9,300 万円

となり、会社全体で経営改善への早急な取り組みを求められております。 

ホテルニュー幸林、うたのぼりグリーンパークホテル、コテージの里、３施設の連携

を強化し、総合的な集客の向上に取り組み、職員一人一人が経費削減の意識を持ち、多

様なニーズに対応したより良いサービスを提供することで、営業収益の改善に繋がるよ

うと努めてまいります。 

14 ページ下段に移りまして、宿泊者数では、ホテルニュー幸林の宿泊者数が２万 226

人、前年対比 108％、グリーンパークホテルで１万 3,516 人、前年対比 95%、コテージは

667 人、前年対比で 87.3％です。 

入浴者数は、ホテルニュー幸林で５万 2,759 人、前年対比 115.9％、グリーパークホ

テルで１万 5,145 人、前年対比 108.8％となっています。 

15 ページ上段に移りまして、売上高及び利益は、共に税抜きで、ホテルニュー幸林が

売上高２億 7,254 万 6,000 円で、1,599 万円の営業損失、752 万円の経常利益となってい

ます。 

うたのぼりグリーンパークホテルでは、売上高１億 3,291 万 2,000 円、3,659 万 9,000

円の営業損失、1,376 万 8,000 円の経常利益となっております。 
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次に、15 ページ中段の南宗谷ゴルフ場の運営状況でございます。 

令和５年度は、当初、グリーンパ、ゴールデンウィークからのオープン予定が季節外

れの降雪により、５月３日から営業を開始し、11 月５日まで営業を行うことができまし

たが、利用者数では前年度を下回る利用実績となり、週末の降雨が多かったことや、気

温が高い日が続いたことも影響し、利用者数が減少したものと考えられます。 

近年、利用者からは、コース状態は、コース状態は非常に良いとの評価を得ており、

今後も質の高いコース管理を維持し、ゴルフプレーヤーにコンディションの良さをアピ

ールしながら、積極的な営業活動に取り組み、利用者の安心・安全を確保した円滑な施

設運営に努めます。 

下段の表のとおり、利用者数は 3,779 人で、前年対比 90.4%、税抜きの売上高は 1,605

万 4,000 円、1,240 万 4,000 円の営業損失、45 万 5,000 円の経常損失です。 

次に 16 ページ、損益計算書、金額は税抜きでございます。 

初めに、両ホテルの入浴料宿泊、宿泊料、ゴルフ場の使用料、食堂売店の収入など、

売上高合計は４億 2,151 万 2,242 円です。売上高から売上原価 8,469 万 1,817 円を差し

引いた売上総利益は３億 3,682 万 425 円で、人件費や光熱水費などの販売費及び一般管

理費合計が４億 1,053 万 4,818 円、これを差し引いて 7,371 万 4,393 円の営業損失とな

っております。 

次に、営業外収益の主なものとして、町からの指定管理料・繰入が 8,454 万 5,454 円、

雑収入 148 万 8,978 円、町からの持続化臨時特別支援金などの給付金が 843 万 9,100 円

などで、営業外収益合計は 9,447 万 4,050 円です。 

消費税清算差額の営業外費用が１万 1,409 円で、営業損失に営業外収益、営業外費用

を加減し、2,074 万 8,248 円の経常利益となり、特別利益、特別損失、法人税、住民税

及び事業税を加減し、1,281 万 1,159 円の当期純利益でございます。 

17 ページのオホーツク枝幸株式会社全体の貸借対照表につきましては、読み上げでの

報告は省略します。なお、本決算につきましては、令和６年６月４日開催の令和６年度

定時株主総会にて承認されております。 

最後に、新型コロナウイルス感染症が５類に移行して、日常生活や経済活動はほぼ元

に戻り、保養施設等の利用者数並びに売上も回復しておりますが、物価高騰などによる

経費の増大により収益の回復は鈍いことから、更なる、更なる経費の削減や集客努力に

より経営の健全化を目指し、私ども町とオホーツク枝幸株式会社職員が一丸となって、

利用者の安心・安全に配慮した施設運営に取り組んでまいります。 

以上、経営状況の報告とします。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告いたします。 

 

◎日程１９ 報告第４号 

○議長（小原 仁君）日程第 19 報告第４号 令和６年度枝幸町一般会計繰越明許費繰

越計算書についてを議題と、報告願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君）議案書 18 ページでございます。 

報告第４号 令和５年度枝幸町一般会計繰越明許費繰越計算書について。 
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地方自治法施行令第 146 条第２項の規定により、令和５年度枝幸町一般会計繰越明許

費繰越計算書について、別紙のとおり報告する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

19 ページの繰越計算書をご覧ください。 

繰越事業は全部で５事業ございまして、国・道において繰越措置する事業が４件と、

国際情勢等による資材の納期遅延による事業が１件となっております。 

１件目は、２款総務費、１項総務管理費の社会保障・税番号制度導入経費で、金額及

び翌年度繰越額は同額の 1,039 万 4,000 円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の国・

道支出金でございます。 

２件目は、６款農林水産業費、１項農業費の公社営草地畜産基盤整備事業で、金額及

び翌年度繰越額は同額の 2,992 万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の町債が 400

万円、その他、受益者負担金でございますが 2,584 万円、一般財源が８万円でございま

す。 

３件目は、８款土木費、４項都市計画費の下水道事業会計出資及び運営経費で、金額

及び翌年度繰越額は同額の 3,100 万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の町債で

ございます。 

４件目は、８款土木費、５項住宅費の公営住宅整備事業で、金額及び翌年度繰越額は

同額の１億 2,500 万円、繰越額の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出金が 4,750

万円、一般財源が 7,750 万円でございます。 

５件目は、11 款災害復旧費、３項公共施設災害復旧費の公共施設災害復旧事業で、金

額及び翌年度繰越額は同額の 2,035 万円、繰越額の財源内訳は、一般財源でございます。 

合計でございますが、金額及び翌年度繰越額は同額の２億 1,666 万 4,000 円、繰越額

の財源内訳は、未収入特定財源の国・道支出金が 5,789 万 4,000 円、町債が 3,500 万円、

その他が 2,584 万円、一般財源が 9,793 万円でございます。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程２０ 報告第５号 

○議長（小原 仁君）日程第 20 報告第５号 令和５年度枝幸町下水道事業会計予算繰

越計算書についてを報告願います。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君）議案書 20 ページでございます。 

報告第５号 令和５年度枝幸町下水道事業会計予算繰越計算書について。 

地方公営企業法第 26 条第１項の規定により、令和５年度枝幸町下水道事業会計予算の

建設改良費の繰越を行ったので、同条第３項の規定に基づき報告する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

21 ページの繰越計算書をご覧ください。繰越事業は２事業ございまして、国際情勢に

よる半導体などの資材の入手難により、年度内に終了せず、工期が翌年度に渡るためで 

ございます。 

 １件目は、１款公共下水道事業資本的支出、１項建設改良費の枝幸下水終末処理場機 
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器更新事業で、予算計上額及び支払義務発生額は同額の 9,009 万円、9,000 万、すいま

せん、9,009 万円、翌年度繰越額は 5,929 万円、繰越額の財源内訳は、国庫補助金が 2,964

万 5,000 円、企業債が 1,480 万円、一般会計出資金が 1,480 万円、損益勘定留保資金が

４万 5,000 円でございます。 

２点目は、２項特定環境保全公共下水道事業費本的支出、１項建設改良費の歌登下水終

末処理場機器更新事業で、予算計上額、支払義務発生額及び翌年度繰越額は同額の 7,216

万円、繰越額の財源内訳は、国庫補助金が 3,968 万 8,000 円、企業債が 1,620 万円、一

般会計出資金が 1,620 万円、損益勘定留保資金が７万 2,000 円でございます。 

合計でございますが、予算計上額及び支払義務発生額１億 6,225 万円、翌年度繰越額

１億 3,145 万円、繰越額の財源内訳は、国庫補助金 6,933 万 3,000 円、企業債 3,100 万

円、一般会計出資金 3,100 万円、損益勘定留保資金 11 万 7,000 円でございます。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君）以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は、報告済みといたします。 

 

◎日程２１ 報告第６号 

○議長（小原 仁君）日程第 21 報告第６号 寄附採納についてを報告願います。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君）議案書 22 ページでございます。 

報告第６号 寄附採納について。 

寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和６年６月 27 日提出 枝幸町長。 

今回は、指定寄附３件と、ふるさと未来応援寄附の実績を報告します。 

はじめに、１指定寄附です。１件目、寄附者氏名、枝幸郡枝幸町幸町 7888 番地、枝幸

漁業協同組合、代表理事組合長桜庭研児様、寄附の種類は、冷凍毛ガニ４キロ、10 尾、

200kg です。指定内容は、オホーツク枝幸うまいもん祭り用としてでございます。寄付

年月日は、令和６年４月 10 日です。 

次に２点目、寄付者氏名、枝幸郡枝幸町幸町 882 番地 100、浜田セツ様、寄附の種類

は、現金５万円、指定内容は、福祉のためでございます。寄附年月日は、令和６年４月

23 日です。 

次に３件目、寄附者氏名、枝幸郡枝幸町新栄町、枝幸オホーツクライオンズクラブ、

会長石橋美由亀様、寄附の種類は、現金 40 万円、指定内容は、子ども達の熱中症対策の

一助としてでございます。寄附年月日は、令和６年６月 10 日です。 

続きまして 23 ページ、２ふるさと未来応援寄附の令和５年度実績です。 

寄附額区分の内訳では、まちづくり応援事業が５万 8,785 件の７億 9,957 万 549 円、

福祉・医療応援事業が 9,053 件の１億 1,925 万 2,000 円、子育て・教育応援事業が３万

3,370 件の４億 4,085 万 9,000 円、合計で 10 万 1,208 件、13 億 5,968 万 1,549 円となっ

ております。 

以上、内容を説明いたしましたが、ご寄附いただいた皆様に、この場をお借りいたし 

まして、厚くお礼申し上げます。 

以上、報告といたします。 
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○議長（小原 仁君）以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は、報告済みといたします。 

 

◎日程２２ 閉会中の所管事務調査 

○議長（小原 仁君）日程第 22 閉会中の所管事務調査の実施に係る各委員長報告書並

びに監査委員から例月出納検査の報告書が、それぞれ資料配付のとおり、議長宛てに提

出されています。また、本定例会以降の閉会中の継続調査の申し出については、各常任

委員長及び議会運営委員長から、所管事務調査として、それぞれ議長あてに提出があり

ましたので、申し出の、申し出のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申し出のとおり決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（小原 仁君）これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

本定例会の会議に付された事件は、議了をいたしました。 

皆様のご協力により速やかな議事運営ができましたこと、これから感謝を申し上げた

いというふうに思います。 

今、東京では、東京都知事選が行われております。皆様ご存知のとおり、言葉悪いで

すけど、とんでもない立候補者が出たということであります。 

それは、NHK 党、NHK 何とか党が、やたらめったら立候補者を出して、そのポスター掲

示板を買い取って、それを他に売るというようなことをやったそうであります。 

これは、我々が何て言うか、想像できない、そのね、想定外のことだというふうに思

います。 

普通そういうことは一般常識として、我々は、なかなかね考えないことでありますが、

また、そういうことをする人たちが出てきたという、誠にこれは、我々にとっては、非

常に危険な状態だというふうに思います。 

我々も立場として、いつ、いかなるそういうところに、今、SNS などを使って、あと

都議選なんかでもそうですよね。それをあげて、利益、利益を得るっていうこともあり

ますので、我々も重々気をつけていかなければなというふうに思います。 

これから、そういう事例がどんどん出てくる、やっぱり恐ろしい怖い世の中になって

くるんだなという実感を強くしたところであります。 

また、天気も、明日から高温になる予定ですし、この夏も、冒頭に申し上げたとおり、

高温になる夏になるだろうというふうな予想もありますので、皆さん体調を崩されない

ように、また、議員活動を一生懸命やっていただきたいというふうに思います。 

これで会議を閉じます。令和６年第２回枝幸町議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

（閉会 午後３時０４分） 

  


